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第１章 総論 

 
 国際電気通信連合電気通信標準化部門(ITU-T)は、世界的規模で電気通信の標準化を推

進するために、技術、運用及び料金の問題(無線通信研究委員会の扱う特に無線通信に関

する技術及び運用の問題を除く)についての課題を研究し、また、それらについての勧告

を作成することを任務としている。 
 
2008 年 10 月 21 日から 10 月 30 日まで、南アフリカ共和国ヨハネスブルグにおいて開

催が予定されているＩＴＵ世界電気通信標準化総会(WTSA-08)では、勧告案の承認、次

会期(2009～2012 年)の研究課題案、作業計画及び組織、作業方法等について審議が行わ

れることとなっている。 
 

政策・規制的事項を含まない技術的勧告案については、前研究会期から導入された代替承

認手続き（AAP：Alternative Approval Process）を適用し会期中に承認手続きが進められた

結果、本総会において承認が求められるものはない。一方、ITU-T 全体の作業の管理、作業

方法、手続き等を規定する A シリーズ勧告のうちの幾つかについては、電気通信標準化ア

ドバイザリーグループ（TSAG：Telecommunication Standard Advisory Group）での議論を

受けて改正案が作成されており、本総会で審議されることとなっている。これら A シリー

ズ勧告の改正案については、ITU-T における標準化作業の効率的かつ効果的な実施を図るも

のであり、TSAG での議論において我が国の意見が基本的に取り入れられていることから、

支持する方向で対処することが適当である。 

 

また、次期研究会期における研究委員会（SG：Study Group）等の組織体制及び各 SG 等

における作業計画については、各 SG、TSAG での検討結果を受けて、本総会において審議

される予定である。SG 等の組織体制の見直しについては、SG 数の大幅な削減を求める意

見があるが、行き過ぎた SG 数の削減は本来 ITU-T において行うべき標準化作業の形骸化に

つながるおそれがある。このため、我が国としては、 大限の作業の効率化と必要な標準化

活動の確実な実施の双方を実現できるように、適切な SG 体制を構築し、その上で各研究課

題を適切な SG に付託すべく対処することが適当である。 
 
 各研究委員会の研究課題等の評価は、次章以降のとおりである。 
 



第２章 SG2 関連の対処 

 
１ 研究対象 

 SG2 は、｢サービス提供、ネットワーク及び性能の運用側面｣を研究対象としている｡ 

 

２ WTSA-08 に提出される勧告案 

今回 SG2 から WTSA-08 に提出される勧告案はない。 

 

３ 課題の見直し 

SG再編については、第 14章に述べるように TSAGにおいて現在継続審議されており、

WTSA-08 にて最終決定がなされることとされている。SG2 については、①SG2 の今会

期課題 4 を SG12 へ移管し、②SG4 の課題 A～J を SG2 に移管することが提案されてい

る。 
我が国としては、我が国 SG 再編提案として SG2 において SG4 の課題 A～J を扱う

ことを提案していることから、上記提案について「支持」することが適当である。 
SG2 で提案されている次会期の研究課題案を表 1 に示す｡今会期は 7 件の研究課題があっ

たが､WTSA-08 において､次会期の研究課題として継続 4 件、改訂 2 件の研究課題が提案さ

れる｡これらの課題を取り扱う SG に関する我が国の対処方針は、前述のとおりとするが、

課題の内容については我が国としていずれも｢支持｣することが適当である｡ 

 以下､重要研究課題案の概要を記す｡ 

(1) 電気通信番号（課題A） 

電気通信番号は電気通信サービスにおいて不可欠なものであり、国際的な取り決めに基

づき運用されている。本課題では、電気通信サービスの環境の変化等に従い、電気通信番

号に関する勧告等の見直しを図っていくこととしている。 

(2) ENUM（課題A） 

ENUM は、電話番号を用いて、インターネット上のサービスを識別するメカニズムであ

り、一つの電話番号で様々な通信サービスを対応づけることができる。現在国際的なトラ

イアルが行われており、世界各国で実用化に向け研究開発が進められている。本課題では

将来の方向性を検討していくこととしている。 
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表 1 SG2 で提案されている次会期の研究課題案 

課題 
番号 課題名 概 要 

新規 
継続 
改訂 
削除 

旧課題との 
関係 

A 固定網及び移動体網の電

気通信サービスのための

番号、ネーム、アドレッ

シング及び識別計画の適

用 

電気通信サービスのための固有

番号・ネーム・アドレス及び識

別性能の定義、利用、管理など

に関する検討 

改訂 旧課題１ 
の一部 

B 固定網及び移動体網のル

ーチング及びインターワ

ーキング計画 

サービス品質に関する情報を活

用するルーチング手法、及び新

たなルーチング手法等の検討 

継続 旧課題２ 

C サービス定義を含む電気

通信サービス及び運用側

面 

ＩＰ網を利用した固定網及び移

動体網におけるサービス品質の

維持・向上、及びサービス定義

に関する検討 

改訂 旧課題１ 
の一部 

D 国際電気通信を通じた生

活の質の向上のためのヒ

ューマンファクター関連

課題 

電気通信サービスの利用を容易

にするためのヒューマンインタ

ーフェースの検討 

継続 旧課題３ 

E 電気通信網のサービス品

質の運用側面 
既存網及び次世代網におけるサ

ービスのためのサービス品質パ

ラメータ及び手法の検討 

継続 旧課題４ 

F 網及びサービスの運用 次世代網及びサービスの発展の

ための網及びサービスの運用手

法の検討 

継続 旧課題５ 

※ 旧課題６，７については、次会期は SG2 で取り扱わないとの提案である。 



第３章 SG4 関連の対処 

 
１ 研究対象 

 SG4 は、「電気通信管理」を研究対象としている。 

 我が国からは、SG 副議長・WP3 議長・課題 11 ラポータとして藤井伸朗氏(NTT)、課題 5

のラポータとして石部和彦氏(CIAJ)が選出されている。 

 

２ WTSA-08 に提出される勧告案 

   SG4 から WTSA-08 に提出される勧告案はない。 

 

３ 課題の見直し 

SG 再編については、第 6 回 TSAG 会合（平成 20 年 7 月 2 日から同 7 月 9 日まで開催）

において①表２に示す課題 K 及び L について SG15 へ移管、②表２に示す課題 M の削除が

合意されている。 

また、第 14 章に述べるように TSAG において現在継続審議されており、WTSA-08 にて

最終決定がなされることとされている。SG4 については、課題 A～J を SG2 へ移管するこ

とが提案されている。 

我が国としては、我が国 SG 再編提案として SG4 課題を SG2 又は SG15 へ移管し、SG4

を単独 SG として維持しないことを提案していることから上記提案について「支持」するこ

とが適当である。 

SG4 で提案されている次会期の研究課題案を表 2 に示す｡今会期は 12 件の研究課題があ

ったが､WTSA-08 において､次会期の研究課題として新規 2 件、継続 6 件、改訂 5 件の研究

課題が提案される｡これらの課題を取り扱う SG に関する我が国の対処方針は、前述のとお

りとするが、課題の内容については我が国としていずれも｢支持｣することが適当である｡ 

 以下､重要研究課題案の概要を記す｡ 

(1) 管理の原理及びアーキテクチャ（課題C） 

従来研究してきた電気通信管理網（TMN）ばかりでなく、次世代ネットワーク（NGN）

におけるインターネットプロトコルテレビジョン（IPTV）管理、ホームネットワーク

管理、ID 管理等も視野に入れた NGN 管理のアーキテクチャも研究する。また、検討

にあたっては、Joint Coordination Activity on Management (JCA-Mgt)などとのコンタ

クトポイントにもなる。 

 

(2) B to B及びC to B管理インタフェースの要求条件（課題D） 

異なる事業者間（サービスプロバイダ間、サービスプロバイダ～ネットワークオペ 

レータ間、ネットワーオペレータ間）、顧客と事業者間（サービスプロバイダ～サー

ビスカスタマ間）の情報交換に適用される X インタフェースの要求条件のうち、特に

通信サービス種別に依存しない共通事項の研究を行う。具体的には、End-to-End の

Quality of Service(QoS)のための Service Level Agreement(SLA)情報の検討、NGN に
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おける災害救済のための通信の管理要件の検討などを行う。 

 

(3) 管理インタフェースの方法論及び一般的要件、分析並びにデザイン(課題E) 

 オペレーションシステム間のインタフェースを設計する時の方法論の研究を行う。管

理プロトコルに依存しない方法論が M.3020 として確立された。この方法論で導出さ

れた管理情報を管理プロトコル別の情報定義に変換する方法論の検討について XML

を対象として、3GPP SA5（3rd Generation Partnership Project においてサービス・シ

ステムに係る技術仕様検討グループのうちネットワーク管理担当作業グループ）, TM

フォーラム（TeleManagement Forum：通信事業者ネットワークの運用・管理に関す

る技術の標準化を進める世界的な業界団体）と連携して進める。 
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表 2  SG4 で提案されている次会期の研究課題案 

課題 
番号 課題名 概 要 

新規 
継続 
改訂 
削除 

旧課題との

関係 

A 用語と定義 電気通信管理に関わる用語を勧告横断的

に調整する。 
継続 旧課題 1 

B 電気通信管理のた

めのサービスプロ

バイダ／ネットワ

ークオペレータ要

件と優先度 

電気通信管理を実現するシステムの利用

者であるサービスプロバイダ／ネットワ

ークオペレータからの要件を抽出し、新た

な勧告作成の研究計画を検討する。 

新規 － 

C 管理フレームワー

ク及びアーキテク

チャ 

電気通信管理のための機能アーキテクチ

ャを新技術に対応できるものに発展させ

る。 

改訂 旧課題 6 及び

旧課題 8 の継

続 
D B to B 及び C to B

管理インタフェー

スの要求条件 
 

サービスレベルでオペレーションシステ

ム相互接続のための要件定義とモデル検

討を行う。 

改訂 旧課題 2 の一

部及び旧課題

7 の継続 

E 管理インタフェー

スの方法論及び一

般的要件、分析並び

にデザイン 

管理インタフェースを仕様化するための

方法論と共通管理機能の要件定義、要件分

析に基づくモデル化、モデルの詳細化を行

う。 

改訂 旧課題 2 及び

旧課題 9 の継

続 

F 管理インタフェー

スの特別要件、分析

及びデザイン 

通信システム、サービスに特化した管理イ

ンタフェースを仕様かするために要件定

義、要件分析に基づくモデル化、モデルの

詳細化を行う。 

継続 旧課題 10 

G 管理のプロトコル

及びセキュリティ 
管理プロトコルのプロファイルを拡張す

るとともに、管理のセキュリティに関する

要件定義とモデル検討を行う。 

継続 旧課題 11 

H 電 気 通 信 管 理 と

OAM のプロジェク

ト 

ITU-T 横断的に電気通信管理に関わる研

究状況を把握し、課題間の検討事項の格差

と重複を調整する。 

継続 旧課題 12 

I ネットワーク及び

サービス運用並び

に保守手順 

ネットワーク及びサービスの運用保守に

関る既存勧告の維持管理を行う。 
改訂 旧課題 3 の一

部 

J NGN と関連部分の

共通測定技術と結

果収集方法 

次世代ネットワーク（NGN）に新しく適

用される測定技術と測定結果の評価方法

について検討する。 

新規 － 

K 電気通信システム

等の試験、測定の技

術と測定器 

通信システムと関連するシステム要素を

対象として試験・測定技術を検討し、同技

術を用いた測定器構成要件を検討する。

継続 旧課題 4
（2001-2004
会期）改訂版

L 伝送システム等で

使用するジッタ･ワ

ンダ試験、測定の技

術と測定器 

伝送システムと関連するシステム要素を

対象として、ジッタ・ワンダの試験・測定

技術を検討し、同技術を用いた測定器構成

要件を検討する。 

継続 旧課題 5 

M 伝送網のエラーパ

フォーマンス 
伝送網のエラーパフォーマンスリミット

に関する既存勧告を維持管理する。 
改訂 旧課題 3 の一

部 
 



第４章 SG5 関連の対処 

 
１ 研究対象 

 SG5 は、｢電磁環境の影響からの防護｣を研究対象としている｡ 

 我が国からは、WP2 議長として服部光男氏(NTT）､課題 1 及び課題８のラポータとして小

林隆一氏(NTT)、課題 10 のラポータとして馬杉正男氏(NTT)、課題 15 のラポータとして富

永哲欣氏(NTT)、アソシエートラポータとして関口秀紀氏(NICT)が選出されている｡ 

 

２ WTSA-08 に提出される勧告案 

SG5 から WTSA-08 に提出される勧告案はない。 

 

３ 課題の見直し 

SG 再編については、第 14 章に述べるように TSAG において現在継続審議されており、

WTSA-08 にて最終決定がなされることとされている。SG5 については、SG6 のメタルケー

ブルに関する課題を SG5 へ移管することが提案されている。 

我が国としては、我が国 SG 再編提案として上記提案と同様の内容の提案をしていること

から、「支持」することが適当である。 

SG5 で提案されている次会期の研究課題案を表 3 に示す｡今会期は 16 件の研究課題があ

ったが､WTSA-08 において､次会期の研究課題として､継続 10 件、改訂（今会期の課題を整

理統合したもの）3 件の研究課題が提案される｡これらの課題を取り扱う SG に関する我が国

の対処方針は､前述のとおりとするが、課題の内容については我が国としていずれも｢支持｣

することが適当である 

 以下､重要研究課題案の概要を記す｡ 

(1) ブロードバンド、ユビキタスに関するＥＭＣの課題 (課題Ｂ、G、J、N) 

IP 網へのマイグレーションにより、ユビキタス社会は現実のものとなり様々なブロード

バンド有線通信や無線通信の開発・導入が進んでいる。従って、これまで以上に通信機器

や電子／電気機器が近接して利用され、相互干渉を含む様々なＥＭＣ問題が生じる可能性

がある。このような問題に対する重点課題として課題 B,G,J,N があげられる。課題Ｂでは

DSL,PLC 等のブロードバンド信号による妨害波の基準について検討する。また課題 G で

は家電機器への接続を考慮したホームネットワークでのＥＭＣ・過電圧・安全に関する基

準について検討が行われる。さらに課題 JではこれまでのEMC勧告の見直しだけでなく、

これまで規定されていない 1GHz 以上の EMC 規定等の検討を、課題 N では無線ＬＡＮな

どの無線システムに関するＥＭＣ問題の検討を行い、勧告化を進めていく予定である。こ

れらの課題について、日本の状況との整合を図っていくと同時に、実際のフィールドで発

生している問題点等をふまえながら勧告化の促進を図っていく。 

(2) 電磁環境に関する情報通信装置のセキュリティ(課題M) 

情報技術装置の高速化や無線技術の進歩によって、意図しない電磁波の漏洩による情報

漏洩の可能性や、小型、高出力な無線装置によって意図的に放射される強電磁波に対する
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防御等、通信システムに対する電磁波セキュリティの問題が注目されている。SG5 では、

前会期から本課題について、IEC 等と連携を図りながら検討を開始している。今会期の早

い段階で、これら電磁波セキュリティの勧告群の成立が予定されており、これまで本課題

は日本がリードしてきているため、今会期についても同様に注力し、電磁波セキュリティ

に対する基本的な考え方、規定を日本主導で勧告化を計っていく。 

(3) 通信システムの過電圧防護及び通信システムのアースとボンディング(課題D,F) 

従来の勧告化では、共通接地系（ＴＮシステム）の電源系や、建物内での共通接地を前

提条件とする過電圧規定（雷害耐力規定、安全規定）や接地の規定が作成されており、日

本を含む欧米以外の国で配電接地条件が異なる場合に端末機器の故障が多発するなどの

問題があった。これに対し前々会期から、各国の配電接地条件も配慮した勧告 K.66「加入

者端末における防護」が成立する等、グローバルな環境における過電圧規定や接地の規定

の検討を継続して行っている。本課題については、これまで通り、分離接地系の形態であ

る日本の環境に即した過電圧規定や接地の規定について継続して提案を行っていき、日本

の状況を反映させるとともに、グローバルな環境での過電圧規定、接地・ボンディングの

規定の制定に対して寄与していく。 
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表 3  SG5 で提案されている次会期の研究課題案 

課題 
番号 課題名 概 要 

新規 
継続 
改訂 
削除 

旧課題との 
関係 

A 通信ネットワーク

の自由化によって

発生する EMC 問題 

電気通信網の相互利用時におけるＥＭ

Ｃ、過電圧、安全の課題検討と既存勧

告のメンテナンスの実施 

継続 旧課題 1 

B 広帯域アクセスシ

ステムに関するＥ

ＭＣ 

スペクトル拡散技術などの広帯域アク

セスシステムによる電磁環境への影響

と対策方法の検討 

改訂 旧課題 2 及び

旧課題 1 の一

部を統合 
C 無線システムおよ

び移動体による電

磁界の人体曝露 

携帯電話、無線システムのアンテナ周

囲における電界強度の推定手順、計算

方法、測定方法に関する検討 

継続 旧課題 3 

D 通信装置の過電圧

耐力 
様々な環境に置かれる、通信装置の各

種インターフェースに対する過電圧耐

力規定に関する検討及び既存勧告のメ

ンテナンス 

継続 旧課題 4  

E 通信システムの雷

防護 
通信システムの雷防護に関する勧告や

ハンドブックの作成および既存勧告の

改定 

継続 旧課題 5 

F グローバルな環境

における電気通信

システムのアース

とボンディング 

通信センタビルやユーザー環境におけ

る電子機器の接地とボンディング方法

の検討、及び既存勧告、ハンドブック

のメンテナンス 

継続 旧課題 6 

G ホームネットワー

ク 
ホームネットワークに対するＥＭＣ、

過電圧、安全の管理のためのガイドラ

インの作成 

継続 旧課題 8 

H 電気通信網に対す

る電力及び電鉄か

らの妨害 

電力及び電鉄からの誘導、電力接地シ

ステム接続による接地電位上昇、低圧

電源線のトランジェントの影響に関す

る検討 

継続 旧課題 9 

I 電気通信網におけ

る安全 
電気通信設備に対する安全規定と安全

作業手順に関する検討、及び既存勧告

のメンテナンス 

継続 旧課題 11 

J 電気通信の EMC 勧

告 
既存の EMC 勧告のメンテナンス、及

び 1GHz 以上や 150kHz 以下等の EMC
課題の検討 

改訂 旧課題 7 及び

旧課題 12 を統

合 
K 防護素子とアセン

ブリ 
過電圧防護素子とそのアセンブリに対

する要求条件、試験方法の検討 
継続 旧課題 13 

L ガイドと用語の定

義 
Ｋシリーズ勧告のガイドの作成や指示

書、ハンドブックで使用する用語の定

義の作成 

改訂 旧課題 10 及び

旧課題 14 を統

合 
M 電磁環境に関する

情報通信装置のセ

キュリティ 

高々度電磁パルスや高出力電磁パルス

に対する防護方法や、電磁波による情

報漏洩のセキュリティ評価方法や対策

方法の検討と勧告化 

継続 旧課題 15 

N 情報社会のＥＭＣ

規定 
無線通信システム等による情報化社会

におけるＥＭＣ問題の検討 
継続 旧課題 16 



第５章 SG6 関連の対処 

 
１ 研究対象 

 SG6 は、｢屋外設備及び関連屋内装置｣を研究対象としている｡ 

我が国からは、課題 6 ラポータとして荒木則幸氏(NTT)､課題 7 ラポータとして冨田茂氏

(NTT)、Q.8 ラポータとして保苅和男氏(NTT)が選出されている｡ 

 

２ WTSA-08 に提出される勧告案 

SG6 から WTSA-08 に提出される勧告案はない。 

 

３ 課題の見直し 

SG の再編については、第 14 章に述べるように TSAG において現在継続審議されており、

WTSA-08 にて最終決定がなされることとされている。SG6 に対しては①現状維持、②SG6

と SG15 の光ファイバ関連課題を SG15 内にまとめる、③SG6 と SG15 をまとめ新たな SG

とする、④SG15 の光ファイバ関連の課題を SG6 内にまとめる、の 4 案が検討されており、

WTSA-08 にて最終決定がなされる予定である。これに対し、我が国としてはこれまでの主

張通り｢②を支持｣することが適当である｡なお、最終的に②と異なる意見が大勢を占める場

合は、各意見を聴取しつつ適宜対処する。 

SG6 で提案されている次会期の研究課題案を表 4 に示す｡今会期は 9 件の研究課題があっ

たが､WTSA-08 において､次会期の研究課題として継続 8 件、改訂（今会期の課題を分割し

たもの）2 件の研究課題が提案される｡これらの課題を取り扱う SG に関する我が国の対処方

針は前述の通りとするが､課題の内容に関してはいずれも｢支持｣することが適当である｡ 

 以下､重要研究課題案の概要を記す｡ 

(1) 光ファイバ網の保守(課題F) 

FTTH の拡大により大量の光ケーブルが敷設され、大量光設備の効率的な保守の実現に

向けて、所望の光ファイバ心線を迅速かつ簡便に特定する技術が必要となっている。また、

中継系光ファイバ網では波長分割多重（WDM）システム等の導入が進み、これらに対応

した光ファイバ網保守技術が必要である。本課題では、通信に影響を与えない光心線対照

技術について検討する。また、中継系光ファイバ網保守・監視・試験システムの要求条件

について検討する。 

(2) 光ファイバケーブルの構造(課題G) 

光ファイバケーブルの適用領域は、屋外だけでなく構内にも広がっており、他標準化機

関においても仕様の作成が活発に進められている。本検討課題では、構内も含め、光ドロ

ップケーブル（光配線ケーブルから加入者設備への引込みに使用するケーブル）等の用途

に応じた光ファイバケーブルの要求条件を考慮し、必要な機能・構造について検討する。

また、通信用途以外の基盤設備（例えば、下水、水道、ガス管等）に敷設可能な光ファイ

バケーブルの機能・構造について検討する。 

(3) アクセス系光ファイバ網の設計(課題H) 
10 
 



11 
 

FTTxの実現のために各国にてPON（Passive Optical Network）システムの導入が進め

られている。本検討では建設、保守、運用、管理を円滑に実施するための最適なPONの網

構成及びWDM-PON技術の適用も見据えたPONの網設計について検討する。また、光アク

セス網は架空設備にて敷設されるため、風圧が与える影響や長期信頼性を考慮した架空設

備設計法について検討する。 
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表 4  SG6 で提案されている次会期の研究課題案 

課題 
番号 課題名 概 要 

新規 
継続 
改訂 
削除 

旧課題との 
関係 

A 屋外設備の環境問

題・安全手順 
屋外設備が環境に与える影響及

びその低減手法、安全施策に関す

る研究 

継続 旧課題 1  

B 都市部での即応技

術を含んだ基盤設

備とケーブル・装置

の建設 

ガス管・ビル内の共有設備への光

ケーブルの敷設方法、及びメタル

ケーブルと光ケーブルの置き換

えに関する研究 

継続 旧課題 2  

C 通信網における屋

外設備のアンバン

ドル及び共有に関

する技術的見地 

共有ネットワーク、アンバンドル

におけるトポロジ、信頼性、相互

干渉性等の技術的問題点、解決策

に関する研究 

継続 旧課題 3 

D 基盤設備とネット

ワーク構成品の管

理サポートシステ

ム 

地下設備のマッピング技術及び

GPS システムとの連携、センサを

用いたネットワーク構成要素の

管理サポートシステムに関する

研究 

継続 旧課題 4 

E ブロードバンドア

クセスにおけるメ

タルケーブル／網

及び光接続機器 

FTTH を見据えたメタル網の設

計・構成・建設及び試験・保守方

法に関する研究 

継続 旧課題 5 

F 光ファイバ網の保

守 
光ファイバ網の保守運用及び光

ファイバ心線対照技術に関する

研究 

継続 旧課題 6 

G 光ファイバケーブ

ルの構造 
屋外・屋内における用途に応じた

光ファイバケーブル及び下水、水

道、ガス管用光ファイバケーブル

の構造・機能に関する研究 

継続 旧課題 7 

H アクセス系光ファ

イバ網の設計 
PON の網構成、都市部及び地方に

おける光アクセス網の設計法、光

アクセス網における架空設備設

計法に関する研究 

継続 旧課題 8 

I 所内、屋外、構内に

おけるクロージャ、

成端・配線架、キャ

ビネット 

所内、屋外、構内におけるクロー

ジャ、成端・配線架、キャビネッ

ト等の部品の要求機能・環境条件

に関する研究 

改訂 旧課題 9 を分割

J 光部品及びサブシ

ステム 
光コネクタや光スプリッタ等の

光部品及びサブシステムの要求

機能・環境条件に関する研究 

改訂 旧課題 9 を分割
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第６章 SG9 関連の対処 

 
１ 研究対象 

 SG9 は、「統合型広帯域ケーブルネットワーク及び映像・音声伝送」を研究対象としてい

る。また、その研究対象の内容から、特に ITU-R SG6 と密接に連携をとりながら活動を行

ってきた。 

 我が国からは、SG 副議長として松本修一氏（KDDI）、Q.1 ラポータとして酒澤茂之氏

（KDDI）、Q.5 ラポータとして松本檀氏（日本ケーブルラボ）、Q.7 ラポータ及び Q.15 アソ

シエイトラポータとして松本修一氏（KDDI）、Q.11 ラポータとして宮地悟史氏（KDDI）、

Q.12 ラポータとして後藤良則氏（NTT）が選出されている。 

 

２ WTSA-08 に提出される勧告案 

SG9 から WTSA-08 に提出される勧告案はない。 

 

３ 課題の見直し 

 SG再編については、第 14章に述べるようにTSAGにおいて現在継続審議されており、

WTSA-08 にて最終決定がなされることとされている。SG9 については、①SG9 を単独

SG として維持、②SG16 と統合、③表 5 に示す課題の一部を SG12、15、16 へ移管し

た上で、課題 C,D,H 及び I の一部を SG9 で研究し単独 SG として維持することが提案さ

れている。 
 我が国としては、第 14 章に述べるとおり SG9 を基にした映像アプリケーションに関する

課題を集約した新たな SG を提案していることから、「①を支持」しつつ、当該 SG の新た

な SG への発展を提案していくことが適当である。 
SG9 で提案されている次会期の研究課題案を表 5 に示す。今会期は 15 件（会期末には 14

件）の研究課題があったが、WTSA-08 において、次会期の研究課題として継続 12 件、改訂

1 件（統合含む）の研究課題が提案される。これらの課題を取り扱う SG に関する我が国の

対処方針は、前述のとおりとするが、課題の内容については我が国としていずれも「支持」

することが適当である。   

 以下、重要研究課題案の概要を記す。 

 

(1) ケーブルテレビでの伝送技術に関する研究（課題Ｈ、Ｉ） 

 伝送レイヤに関する研究として、ケーブルテレビ伝送技術（ケーブルモデム等によるＩ

Ｐ伝送も含む）の高度化に関して、デジタルケーブルテレビでのＩＰ／パケットを用いた

配信における要求条件及びケーブルテレビ網でのＩＰベースの音声・映像の伝送における

システム構成、コーデック、インタフェース、ＱｏＳ等について研究を行う。 
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(2) プラットフォームアーキテクチャに関する研究（課題Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｊ） 

 プラットフォームレイヤに関する研究として、ＩＰＴＶに関連した品質監視、ミドルウ

ェア、Application Program Interface (API)、DRM、ホームネットワーク接続及びサービス

提供プラットフォームの研究を行う。 

 

(3) 映像アプリケーションに関する研究（課題Ａ、Ｎ） 

 プレゼンテーション・アプリケーションレイヤに関する研究として、次世代映像配信に

関して、デジタル映像・音声及び 3D 等の伝送における、圧縮及び映像アプリケーション

の符号化、サービス品質要求条件等及び大画面デジタル画像（ＬＳＤＩ）に関して、素材

伝送・一次分配・二次分配方式及びコンテンツ管理や保護等についての研究を行う。 
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表 5  SG9 で提案されている次会期の研究課題案 

課題 
番号 課題名 概要 

新規 
継続 
改訂 
削除 

旧課題との 
関係 

A 
デジタルテレビ、

音声番組の素材伝

送・一次分配・二

次分配 

デジタル映像・音声及び 3D
等の次世代映像の伝送におけ

る、圧縮及び映像アプリケーシ

ョンの信号手順、符号化、イン

タフェース、サービス品質要求

条件等についての研究 

継続 旧課題 1  
 

B 
テレビジョン素材

伝送・分配網での

ＱｏＳの測定と制

御 

テレビジョンの素材伝送／１

次分配／２次分配におけるサー

ビス品質の測定方法 (MPEG-2
の TS 信号の測定法を含む)や制

御方法についての研究 

継続 旧課題 2 

C 
視聴制御、並びに、

不正コピーやデジ

タルケーブル網で

の不正再配信の保

護 

番組伝送におけるＰＰＶなど

の配信を考慮したスクランブル

制御、暗号化、コピー制御、す

かしなどのサービス及びコンテ

ンツの保護についての研究 

継続 旧課題 3 

D 
コンテンツ分配サ

ービスにおけるＡ

ＰＩ 

セットトップボックスのハー

ドウェア／ソフトウェアとコン

テンツの接点である Application 
Program Interface(API)につい

て研究 

継続 旧課題 4 

E 
高度コンテンツ配

信サービスのため

の受信機（STB）
に関する機能要求

条件 

次世代コンテンツ配信のため

の STB アーキテクチャをホー

ムネットワークとの接続を念頭

に研究。また、放送型サービス、

IP型サービスを行うための限定

アクセス、セキュリティや QoS
保証方法等について受信機の観

点から研究 

継続 旧課題 5 

G 
ストリームでの番

組挿入 

テレビ映像や音声の圧縮ビッ

トストリームあるいは TS や IP
パケット上での番組挿入方式に

ついての研究 

継続 旧課題 7 

H 
ケーブルテレビで

のＩＰ／パケット

を用いた配信 

デジタルケーブルテレビでの

ＩＰ／パケットを用いた配信に

おける要求条件等についての研

究 

継続 旧課題 8 

I 
ケーブルテレビ網

でのＩＰ音声・映

像アプリケーショ

ン 

ケーブルテレビ網でのＩＰベ

ースの音声・映像の伝送におけ

るシステム構成、コーデック、

インタフェース、ＱｏＳ等につ

いての研究 

改訂 旧課題 9 
（旧課題 6 を統合）
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J 
ネットワーク型コ

ンテンツ分配サー

ビスのホームネッ

トワークへの拡張 

ブロードバンドサービスをア

クセス網からホームネットワー

クへ伝送する場合に要求される

特性条件について研究。また、

IP ドメインと非 IP ドメイン接

続のためのプロトコル変換方法

等について研究 

継続 旧課題 10 

K 
ＩＰネットワーク

での音声・テレビ

番組・マルチメデ

ィア配信プラット

フォームの要求条

件と方法 

映像・音声信号のＩＰネット

ワークを用いたサービス提供プ

ラットフォームに関する要求条

件、アーキテクチャ、プロトコ

ル、端末管理などについての研

究 

継続 旧課題 11 

L 
光アクセス系多チ

ャンネル・アナロ

グ／デジタル映像

信号伝送 

光アクセス回線を利用した多

チャンネル映像伝送に関するア

ナログ伝送技術、デジタル伝送

における要求条件、アーキテク

チャ、プロトコル、伝送フォー

マット、伝送品質などについて

の研究 

継続 旧課題 12  

M 
マルチメディアサ

ービスの客観的・

主観的評価方法 

マルチメディアコンテンツ

(QCIF から LSDI までの映像/テ
レビ電話からサラウンドまでの

音声含む)の QoE を含む主観的

及び客観的評価方法についての

研究 

継続 旧課題 14 

N 
大画面デジタル映

像の伝送 

大画面デジタル画像（ＬＳＤ

Ｉ）に関して、アプリケーショ

ン、ケーブル網や通信網を用い

た素材伝送・一次分配・二次分

配方式並びにコンテンツ管理や

保護などについての研究 

継続 旧課題 15 

 



第７章 SG11 関連の対処 

 
１ 研究対象 

 SG11 は、「信号要件及びプロトコル」を研究対象としている。 
 我が国からは、SG 議長として平松幸男氏(大阪工業大学) 、WP2 課題 4 ラポータとして成

田篤信氏(NTT コムウェア)が選出されている。 

 

２ WTSA-08 に提出される勧告案 

   SG11 から WTSA-08 に提出される勧告案はない。 

 

３ 課題の見直し 

  SG再編については、第 14章に述べるように TSAGにおいて現在継続審議されており、

WTSA-08 にて最終決定がなされることとされている。SG11 については、①SG11 を単独

SG として維持、②SG13 及び SG19 と統合の議論がされている。 
我が国としては、プロトコルは通信方式の要であり、ITU の visibility を維持し世界規

模での相互接続性を確保する観点から①を提案していることから「①を支持」すること

が適当である。 

SG11で提案されている次会期の研究課題案を表 6に示す｡今会期は 8件の研究課題があっ

たが､WTSA-08 において､次会期の研究課題として新規 6 件、改訂 8 件の研究課題が提案さ

れる｡これらの課題を取り扱う SG に関する我が国の対処方針は、前述のとおりとするが、

課題の内容については我が国としていずれも｢支持｣することが適当である｡  

 以下､重要研究課題案の概要を記す｡ 

(1)  NGN環境におけるネットワーク信号方式と制御機能アーキテクチャ（課題A） 

 NGN 制御方法の標準参照モデルの実現には、異なる事業者間のネットワーク、設備の

互換性に関する物理的インタフェースの定義が求められている。本課題では、マルチメデ

ィアサービス、あらゆるタイプの有線及び無線公共アクセスネットワークを考慮した NGN

の制御方法をモデル化するための機能アーキテクチャ等について検討する。 

(2)  リソース制御と信号要求条件とプロトコル（課題Ｅ) 

 NGN において、転送機能の制御や品質制御をリアルタイムに行うための、信号要求条

件やプロトコルについての検討を行う。ネットワークの資源管理、トラフィック管理のた

めの信号方式の検討の他、IPTV のためのマルチキャスト、移動通信、オーバレイネット

ワークなどの NGN のサービスを考慮した検討を行う。 

(3)  NGN環境における通信網接続及び識別をサポートするための信号要求条件とプロトコ

ル（課題G） 

 NGN サービスを様々な形で提供できるようにするための、ユーザ認証、IP アドレスの

割当て、端末設定、ネットワーク接続認証などの通信網接続機能について検討を行う。PPP、

DHCP、RADIUS、DIAMETER といったプロトコルが既に NGN の中で検討されてきた。

次会期における本課題の主な検討項目としては、識別、番号ポータビリティ、移動性など
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のサービスを支援するための信号要求条件等がある。 

 

(4) NGNのサービス試験規格（課題Ｊ）、及びNGNのQoS試験規格（課題Ｋ） 

 NGN における上位サービスや品質管理機能の事業者間相互接続の試験規格についての

課題である。これらの課題は今回新規に作成することが提案されている。サービスや QoS

の試験に求められるネットワークアーキテクチャや、SLA の管理機能について、試験項目

や試験シナリオについて検討を行い、Q.3900 シリーズの勧告群の作成を進めていく。 

 なお、ITU-T では、ITU-T 勧告に基づく機器及びサービスに対しての機器認証及び相互

接続性の確認試験等を行う「ITU マーク」制度の導入が提案されており、相互接続性の確

認にはプロトコルに関しての詳細な研究、検討が不可欠であることから、当該制度の導入

も視野に入れながらこれらの課題の検討を進めることが必要である。 
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表 6  SG11 で提案されている次会期の研究課題案 

課題 
番号 

課 題 名 概要 

新規 
継続 
改訂 
削除 

旧課題との 
関係 

A NGN 環境におけ

るネットワーク

信号方式と制御

機能アーキテク

チャ 

NGN の制御方法をモデル化するた

めの機能アーキテクチャ等の研究 
改訂 旧課題 1 の一部

を継続し改訂 

B アプリケーシ
ョン制御と信
号要求条件と
プロトコル 

Q.A/11 にて定義されるインタフェー

スにおける NGN サービス制御に求

められるアプリケーション信号方式

とプロトコル要求条件等の研究 

改訂 旧課題 2 を継続

し改訂 

C セッション制御

と信号要求条件

とプロトコル 

NGN におけるセッション制御に必

要な新勧告や既存の勧告の見直し等

の研究 

改訂 旧課題 3 を継続

し改訂 

D ベアラ制御と信

号要求条件とプ

ロトコル 

NGN におけるベアラ信号及び制御

に必要な新勧告や既存勧告の見直し

等の研究 

改訂 旧課題 4 を継続

し改訂 

E リソース制御と

信号要求条件と

プロトコル 

NGN におけるリソース制御に必要

な新勧告や既存勧告の見直し等の研

究 

改訂 旧課題 5 を継続

し改訂 

F 信号要求条件及

びプロトコル開

発の調整 

パケットネットワークの導入・普及

のためのハンドブックを作成するた

めの ITU-T, ITU-D をまたがる技術的

な調整と準備に関する研究 

改訂 旧課題 6 を継続

し改訂 

G NGN 環境におけ

る通信網接続及

び識別をサポー

トするための信

号要求条件とプ

ロトコル 

NGN におけるネットワーク接続や

モビリティ制御、識別のための信号

要求条件とプロトコルに関する新勧

告等の研究 

改訂 旧課題 7 を継続

し改訂 

H NGN のプロトコ

ル試験規格 
NGN におけるサービスや装置の開

発効率化のためのテスト規格作成に

関する研究 

改訂 旧課題 8 を継続

し改訂 

I NGN プロトコル

の監視パラメー

タ 

NGN の信号情報の監視を実現する

ためのパラメータセットに関する研

究 

新規 － 

J NGN のサービス

試験規格 
マルチベンダ環境や異種オペレータ

相互接続環境における NGN サービ

スの互換性の試験規格に関する研究

新規 － 

K NGN の QoS 試験

規格 
NGN における QoS の試験規格のた

めの、試験項目や試験シナリオ等に

関する研究 

新規 － 
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L USN及びRFIDの

試験規格 
ユビキタスセンサネットワーク

（USN）及び RFID の試験アーキテ

クチャ、試験方法、及び試験シナリ

オ等に関する研究 

新規 － 

M NGN 環境におけ

る緊急通信の仕

様の調整 

NGN における緊急通信をサポート

するための信号プロトコルの調整に

関する研究 

新規 － 

N NGN プロトコル

の安全性の調整 
NGN プロトコルの安全性に関する

仕様策定方針について SG11 内の各

課題間の調整を行う 

新規 － 

 



第８章 SG12 関連の対処 

 
１ 研究対象 

  SG12 は、「性能及びサービス品質」を研究対象としている。 

  我が国からは、WP3 議題 13 ラポータとして高橋玲氏(NTT)が選出されている。 

 

２ WTSA-08 に提出される勧告案 

  SG12 から WTSA-08 に提出される勧告案はない。 

   

３ 課題の見直し 

SG 再編については、第 14 章に述べるように TSAG において現在継続審議されており、

WTSA-08 にて最終決定がなされることとされている。SG12 については、①SG2 の今会期課題

4 を SG12 へ移管、②SG9 の課題 B 及び課題 M を SG12 へ移管することが提案されている。 

  我が国としては、①については「支持」、②については SG9 の再編の結果と整合性を保つよ

うに対処することが適当である。 

SG12 で提案されている次会期の研究課題案を表 7 に示す。今会期は 20 件の研究課題があっ

たが、WTSA-08 において、次会期の研究課題として新規 1 件、継続 10 件、改訂 5 件の研究課

題が提案される。これらの課題を取り扱う SG に関する我が国の対処方針は、前述のとおりと

するが、課題の内容については我が国としてはいずれも「支持」することが適当である。 

  以下、重要研究課題案の概要を記す。 

(1) 端末品質規定（課題B, D） 

  VoIP 端末及びゲートウェイ装置の音声伝送特性を規定した勧告 P.1010 について、その広帯

域化(ワイドバンド：50～7000Hz、スーパーワイドバンド：50-14000Hz、フルバンド： 

50-20000Hz)に対応した新規勧告の作成、及びその規定値の測定方法を規定する新規勧告の作

成を進めていく。また、自動車の走行状態を考慮した自動車内広帯域ハンズフリー通信に関す

る品質評価法及び規定値を示す新勧告の策定を目指す。 

 

(2) 客観品質評価技術（課題I, L, M, O） 

  音声品質設計に供する客観品質評価技術である勧告 G.107 (E-model)の IPTV 版である

G.OMVAS の策定を進める。 

一方、音声品質管理に供する客観品質評価技術として標準化されている勧告 P.564 や P.862

をベースとして、双方向性のある品質要因（遅延やエコー）の評価を可能とする新勧告 P.CQO

の策定を進める。また、P.564 の IPTV 版である新勧告 P.NAMS 及び P.NBAMS の策定を進める。  

さらに、勧告 P.862 を拡張し、端末の電気音響特性の評価を可能にする新たな音声品質客観

評価技術として新勧告 P.OLQA の策定を進める。 

 

(3)  ネットワーク品質規定(課題K, N) 
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IP ネットワークの QoS 目標値を規定する勧告 Y.1541 について、低損失率の暫定クラス 6、7

の正式クラス化の検討を含めたメンテナンスを行うとともにイーサネットサービス、マルチキ

ャストサービスなどの新しいネットワークサービスについても品質指標・目標値の勧告化を図

る。また、NGN 等での相互接続に関して、エンド・エンド QoS のフレームワーク勧告 Y.1542

を受けて、相互接続の機能要件やリソース配分方式などについての検討を進めていく。 
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表 7 SG12 で提案されている次会期の研究課題案 
課
題 
番
号 

課 題 名 概   要 

新規 
継続 
改訂 
削除 

旧課題との 
関係 

A 
作業計画、QoS/QoE
の調整及び標準化
格差是正 

市場ニーズに合った作業計画を検討。
QoS/QoE に関連する用語を規定した勧告
P.10/G.100 のメンテナンス。QoS/QoE に
関連する他標準化団体の各種勧告との整
合性確保。 
 

改訂 旧課題 1 及び旧
課題 15 の継続 

B 
IP ゲートウェイの
マルチメディア実
装動作検討 

IP 端末やゲートウェイのための音声伝送
目標値や測定方法に関する新勧告の作成
及び既存勧告のメンテナンス、試験信号を
規定した既存勧告の拡張。 
 

継続 旧課題 2 

C 

固定回線交換、モバ
イル及びパケット
交換（IP）ネットワ
ークの音声端末の
音声伝送特性 

モバイルや IP ネットワークで用いるハン
ドセット・ヘッドセット・ハンズフリー端
末等の音声伝送特性に関する研究。 継続 旧課題 3 

D 自動車内のハンズ
フリー通信 

自動車の走行状態等を考慮した通話品質
評価条件（背景騒音条件など）やその規定
値に関する新勧告の作成。 
 

継続 旧課題 4 

E 

ハンドセット及び
ヘッドセット端末
の通話品質測定方
法 

ハンドセットやヘッドセットの音響的な
デザインの進化及び音声の帯域拡張に対
応した既存勧告（疑似耳を規定した勧告
P.57 や HATS を規定した勧告 P.58）のメ
ンテナンス。 
 

継続 旧課題 5 

F 

音声強調技術及び
ハンズフリー電話
に対する適用を考
慮した複合測定信
号を用いた分析方
法 

音声強調装置の評価方法に関する研究。新
たなハンズフリー技術に適合した試験方
法に関する研究。広帯域伝送システム等の
通話品質測定で必要とされるテスト信号
に関する研究。 

継続 旧課題 6 

G 

音声、音響及び音
声・映像の主観品質
評価のための方法、
ツール、実験計画 
 

音声、音響、マルチメディアサービスの端
末や、音声/音楽符号化器のような新たなデ
ジタルシステムの伝送性能のための主観
品質評価法に関する研究（主観品質評価法
に関するハンドブックや勧告 P シリーズ
のメンテナンス等）。 
 

改訂 
旧課題 7 及び旧
課題 12 の一部
の継続 

H 

広帯域伝送並びに
将来的な電気通信
及びアプリケーシ
ョンシナリオに向
けたEモデルの拡張 

総合通話品質指標 R 値を算出するアルゴ
リズムである E モデルを規定した勧告
G.107 のメンテナンス、E モデルの音質を
規定する le,eff 値の算出方法を規定した勧
告 P.833・P.834 のメンテナンス等。広帯
域伝送計画モデルに関する新規勧告の作
成。 
 

継続 旧課題 8 
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I 

電気通信サービス
における、知覚特性
に基づく音声・音
響・画像品質客観評
価法 

客観品質評価法及び知覚モデルに関する
勧告 P シリーズのメンテナンス。端末の音
響インタフェース測定等を規定した客観
品質評価技術に関する新勧告の作成。 

改訂 
旧課題 9 及び旧
課題 12 の一部
の継続 

J 

音声帯域・データ及
びマルチメディア
サービスのための
伝送計画及び性能
検討 

IP ネットワークを用いた音声及び音声帯
域アプリケーションの性能指標を規定し
た勧告 G.1020 のメンテナンス。IP 接続を
含めた音声帯域サービスの伝送計画／複
数の IP ドメインを用いたサービスを対象
としたネットワーク伝送計画に関するガ
イドラインを規定した新勧告の作成。 
 

継続 旧課題 10 

K 
NGN の実装相互作
用及びトラヒック
管理 

NGN の相互接続の観点から、有線・無線
など異なるネットワークセグメントに跨
るエンド・エンド QoS 実現のためのイン
ターワーキングに関する機能、割り当て法
の検討。 
 

改訂 

旧課題 11、旧課
題 16 及び旧課
題 19 の継続及
び統合 

L 
マ ル チ メ デ ィ ア
QoS/QoE 性能要件
及び評価手法 

IPTV サービスの品質設計ツールを規定す
る新勧告 G.OMVAS の策定及び IPTV サー
ビスの品質管理フレームワークを規定す
る新勧告 G.PMx の策定。 
 

継続 旧課題 13 

M 

音声・映像及びマル
チメディア品質測
定のパラメトリッ
クモデル及びツー
ルの開発 

IP レベルの品質パラメータからエンド・エ
ンドのマルチメディア品質を推定する新
規勧告 P.NAMS 及び P.NBAMS の策定。 
 

継続 旧課題 14 

N 
パケット通信網及
び他のネットワー
ク技術の動作 

IP、イーサネット、MPLS などのパケット
ネットワークにおける各々の特性を考慮
した各種性能指標の検討、新しい目標値の
策定、IP ネットワークの目標値 Y.1541 の
メンテナンス等。 
 

継続 旧課題 17 

O 
ネットワークを介
した音声及び音響
品質の客観評価 

IP 電話サービスにおける遅延やエコーな
どの双方向性のある品質要因を加味した
会話品質を推定する新勧告P.CQOの策定。 改訂 

旧課題 20 及び
旧課題 14 の一
部の継続 

P 

診断機能のフレー
ムワークとメディ
ア品質を予測する
外部目的モデルに
おけるそれらの相
互作用 

ネットワークの可用性診断のフレームワ
ーク作成を目的とし、診断に利用可能な指
標の検討、指標からメディア品質を推定す
るモデルとの連携方法の検討等。 新規 － 

 

 



第９章 SG13 関連の対処 

 
１ 研究対象 

  SG13 は、「NGN-アーキテクチャ、展開及び融合」を研究対象としている。 

我が国からは、副議長・WP3 議長として森田直孝氏（NTT）、課題１ラポータとして今中秀

郎氏（NTT）が選出されている。 

 

２ WTSA-08 に提出される勧告案 

  SG13 から WTSA-08 に提出される勧告案はない。 

 

３ 課題の見直し 

  SG 再編については、第 6 回 TSAG 会合（2008 年 7 月 2 日から同年 7 月 9 日まで開催）にお

いて課題 E について、SG15 へ移管されること及び課題 P の改訂が合意されている。 

また、第 14 章に述べるように TSAG において現在継続審議されおり、WTSA-08 にて最終決

定がなされることとされている。SG13 については、①SG13 を単独 SG として維持、②SG19

と統合、③SG11 及び SG19 と統合の提案がされている。 

我が国としては、我が国 SG 再編提案において SG13 と SG19 を統合することを提案してい

ることから「②を支持」することが適当である。 

SG13 で提案されている次会期の研究課題案を表 8 に示す。今会期は 16 件の研究課題があっ

たが、WTSA-08 において、次会期の研究課題として新規 2 件、継続 14 件（SG15 へ移管する

1 件を含む）、改訂 1 件の研究課題が提案される。これらの課題を取り扱う SG に関する我が国

の対処方針は、前述のとおりとするが、課題の内容については我が国としてはいずれも「支持」

することが適当である。    

  以下、重要研究課題案の概要を記す。 

(1) プロジェクト計画・管理と要求条件・展開シナリオ（課題A,I,B,Q） 

  次会期は、2001-2004 年会期から検討してきた次世代ネットワーク（ＮＧＮ）に加え、将来

網などの新たなネットワークについても研究するため、NGN 関連勧告群と新たなネットワーク

に関する勧告群との関係性の明確化が重要研究課題（課題 A）となる。また、ユビキタスサー

ビスや企業網サービスなど、NGN 又は新たなネットワーク上で提供される新サービスに関し、

サービス面から見た要求条件の明確化（課題 B）が重要であると考え、2005-2008 年会期から

検討してきた NGN 関連勧告草案（Y.NGN シリーズ）だけでなく新サービスに関する勧告草案

等について研究していく。 

 

(2) アーキテクチャとリソース制御・セキュリティ（課題C,M,D,L） 

  ネットワークやアプリケーションの相互運用性を考慮し、IPTV サービスやモビリティを実現

するための NGN（ユビキタスネットワークを含む）アーキテクチャの拡張（課題 C）、リソー

ス制御を含む QoS 制御の拡張（課題 D）についての研究を行う。また、SPAM 脅威が高まる中、
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ID 管理を含む NGN のセキュリティ研究にも重点的に取り組む（課題 L）。 

・NGN の参照モデルの拡張 

・新規機能要求条件とこれを踏まえた NGN アーキテクチャ拡張 

・IPTV などの様々なアプリケーションからの要求を満足させる QoS 制御 

・ 複数のドメインをまたがるエンド・エンド QoS 制御 

・ NGN の脅威や脆弱性に対応するためのセキュリティ要求条件 

・ NGN における ID 管理（セキュリティ要求条件、アーキテクチャ） 

 

(3) マルチプロトコルとインターワーク、将来網、モビリティ（課題G,H,K,J,O,P,F,N,E） 

  本格検討が想定される FMC に関する研究(課題ＦとＮ)に重点が置かれることが予想される。

具体的には、FMC の分類に基づく具体的な方式、移動管理、位置管理、ハンドオーバ管理の詳

細化である。 

また将来網（課題ＯとＰ）については、分散制御の技術を有効に活用しつつ、現在の IP 網の課

題を抜本的に解決することが期待されており、活発な活動が予想される。 
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表 8 SG13 で提案されている次会期の研究課題案 

課題 
番号 課 題 名 概   要 

新規 
継続 
改訂 
削除 

旧課題と

の関係 

A 調整及び計画 

NGN 関連勧告群だけでなく将来網を含

めた ITU-T 勧告群の SG を跨る調整およ

び勧告状況の管理。NGN と衛星通信の相

互運用に関する検討調整を含む。 

継続 旧課題 1 

B 

進展する NGN で現れ

るサービス及び能力の

ための要求条件及び実

装シナリオ 

NGN で想定・期待されるサービス又は網

能力に対し、要求条件と実装シナリオを

検討する。SOA を考慮したサービス構成

方法の具体化を含む。 

継続 旧課題 2 

C 

NGN の原則及び機能

的アーキテクチャ 
（ユビキタスネットワ

ークを含む。） 

NGN の基本参照モデル、機能要求条件と

アーキテクチャ。緊急通信の実装フレー

ムワークを含む。 継続 旧課題 3 

D 
NGN における QoS 実

現のための要求条件及

びフレームワーク 

NGN の様々なアプリケーションからの

QoS 要求条件を満足させるための RACF
を始めとする QoS 制御メカニズム及び

アーキテクチャを検討する。 

継続 旧課題 4 

E* NGN の OAM 及びネッ

トワーク管理 
NGN における網管理機能 

継続 旧課題 5 

F 既存及び進化型 IMT 網

と固定通信網との融合 
IMT 型網と固定通信網に関し、端末、ユ

ーザ網、アクセスの観点での融合を検討。
継続 旧課題 6 

G 
統合型マルチサービス

通信網への進化とイン

タワーキング 

NGN 及び IP/MPLS 網に代表される統合

型マルチサービス通信網に対し、既存網

からの移行方法又は既存複数サービスの

収容方法と、他網とのインタワーキング

（相互接続）技術を検討する。 

改訂 

旧課題 7
及び旧課

題 12 の

継続 

H NGN への IPv6 のイン

パクト 

IPv6 を NGN に適用した際の、全体的機

能、信号制御、マルチホーミング、IPv4
からの移行方法、ID 利用方法、その他

IPv6 特有の機能などが NGN に与える影

響を研究。 

継続 旧課題 9 

I ネットワーク用語 
NGN 及び将来網の概念、アーキテクチャ

要素等の勧告検討に必要な用語について

一元的に管理・統一化の調整。 
継続 旧課題 11

J 公衆データ通信網 

Y.2601 と Y.2611 で規定してきた要求条

件とアーキテクチャをもとに、既存の転

送網(Ethernet, T-MPLS, GFP)上で NGN
を実現するための新たなデータ通信方式

を模索する。 

継続 旧課題 13
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K 

パケット通信網及び

NGN 環境における複

数のサービスのための

パケット転送及びディ

ープ・パケット・イン

スペクション 

複数のサービスを同時・並行転送する通

信網において、パケット情報の特定とそ

れに応じた適切なサービス転送を行うた

めのディープ・パケット・インスペクシ

ョン及びそれと連動したパケット転送機

能を検討する。 

継続 旧課題 14

L セキュリティ及び ID
管理 

NGN のセキュリティ要求条件及びその

ID 管理についての検討を行う。 継続 旧課題 15

M 

オ ー プ ン 環 境 で の

COTS コンポーネント

を利用可能とするため

の要求条件及びフレー

ムワーク 

オープンソース及び市販汎用装置を活用

しつつキャリアグレードな通信網を構築

可能とするためのCOTSコンポーネント

のガイドラインを検討する。 
継続 旧課題 16

N モビリティ管理 

NGN やモバイルネットワーク等の基本

的なアーキテクチャやサービスの融合を

含んだ固定と移動の融合のための要求条

件等を把握し、関連勧告を作成。 

継続 旧課題 6 

O 分散型サービスネット

ワーク（DSN） 
P2P 型の分散制御技術を用いた、管理さ

れた通信網の構成方法を検討する。 新規 － 

P 将来的な通信網 
現在の IP 網の問題を抜本的に解決する

革新的な将来通信網の研究。 新規 
SG17 の

新規課題

G を含む

Q NGN のサービスシナ

リオと導入モデル 

新たな NGN サービスの検討を加速する

ために、ユーザ視点に立った新サービス

の利用例を明らかにする。また、NGN 技

術の導入を加速するため、ビジネス的な

意義を考慮した導入事例を検討する。 

継続 旧課題 8 

*課題 E については第 6 回 TSAG 会合において SG15 への移管が合意されている。 



第１０章 SG15 関連の対処 

 
１ 研究対象 

  SG15 は、「光及びその他の伝達網」を研究対象としている。 

我が国からは、議長として前田洋一氏（NTT）、課題 3 ラポータとして太田宏氏（NTT）、課

題 8 ラポータとして大橋正治氏（NTT）が選出されている。 

 

２ WTSA-08 に提出される勧告案 

  SG15 から WTSA-08 に提出される勧告案はない。 

   

３ 課題の見直し 

  SG 再編については、第 6 回 TSAG 会合（2008 年 7 月 2 日から同年 7 月 9 日まで開催）にお

いて①SG15 を単独 SG として維持、②SG13 の課題 E を SG15 へ移管、③SG4 の課題 K 及び

L が SG15 へ移管されることが合意されている。 

また、第 14 章に述べるように TSAG において現在継続審議されており、WTSA-08 にて 終

決定がなされることとされている。SG15 については、①SG6 の光伝送等に関する課題が SG15

へ移管、②SG6 と統合、③SG9 の課題 A、J、L が SG15 へ移管されることが提案されている。 

  我が国としては、我が国 SG 再編提案において①を提案していることから「①を支持」する

ことが適当である。 

  SG15 で提案されている次会期の研究課題案を表 9 に示す。今会期は 14 件の研究課題があっ

たが、WTSA-08 において、次会期の研究課題としてこれらすべてを継続するとして継続 12 件、

改訂 1 件、他 SG から移行 5 件の研究課題が提案される。これらの課題を取り扱う SG に関す

る我が国の対処方針は、前述のとおりとするが、課題の内容については我が国としてはいずれ

も「支持」することが適当である。 

以下、重要研究課題案の概要を記す。 

 

(1) アクセス網 

 ア ホームネットワーク関連（課題A-A） 

各種標準化団体から提示されているホームネットワークに関する既存の国際標準仕様を整

理して、NGN に適したホームネットワークの汎用アーキテクチャを検討する。また本課題で

は NGN の伝達 Stratum 相当技術を検討し、サービス Stratum 相当技術を検討する SG16 と連

携しながら、アクセス網とホームネットワークとのインタフェース規定の明確化を図る。 

 

 イ 光アクセスシステム関連（課題A-B） 

G-PON（G.984 シリーズ）や Ethernet 型 Point to Point 光アクセスシステム（G.985、G.gba）

等、光アクセス全般に関する検討を行う。G-PON 関連は互換性向上のための機能の追加や

OMCI 仕様の改訂、及び次世代光アクセスシステムに向けた円滑な移行手法が主要議題とし
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て検討されている。Ethernet 型 Point to Point 光アクセスシステムでは、Ethernet 技術を統括

する IEEE802.3 委員会と意見交換を行いながら、TTC 標準仕様をベースに勧告を作成する。 

 

ウ メタリックアクセスシステム関連（課題A-C） 

ADSL 関連（ADSL2（G.992.3）、ADSL2plus（G.992.5））や VDSL2（G.993.2）での機能追

加仕様を日本向け仕様である Annex C に反映させると共に、ホームネットワークにおける 3

種のメタリック系媒体（電話線、電力線、同軸線）に共通した変復調方式を G.hn として勧告

化を図る。DSL 装置については、勧告化時期未定ながらも消費電力を抑える低電力モードの

検討も開始されており、ITU-T における省電力技術検討の先駆けとなっている。 

 

 (2) 光伝送網（Optical Transport Network：OTN） 

ア 制御系（課題C-A～C-G） 

光伝達網の高速・大容量化に向けた信号収容方法や、イーサネットなどのパケット系の伝

達技術に関する勧告化作業を進めている。光伝達網関連は、100G (OTU-4) の新規規定を 

G.709 改正で進め、イーサネット関連は、IEEE で作業中(または完了) した PBB, PBB-TE

のモデル化を G.8010, G.pbb-te にて、イーサ網でのクロック・同期規定に関する作業を 

G.826x シリーズで進める他、OAM, Protection についても検討を進める。その他、ASON 拡

充・網管理・試験測定に関する勧告化を進める。 

 

イ 物理系（課題B1-A～B2-D） 

・ 主に光伝送システムにおける光インタフェースを規定した既存勧告の充実、及び、必要に

応じて新規勧告の作成を行う。新しい変復調方式の検討、インタフェースの速度を

40Gbit/s、100Gbit/s に高速化したアプリケーション、及び、周波数間隔を高密度化（50GHz

間隔化）したアプリケーションの追加検討を OIF や IEEE の動向を踏まえて進めていく。 

・ 分散補償器、PMD 補償器、光アンプなどの光コンポーネントの特性を規定した既存勧告

の充実及び必要に応じて新規勧告の作成を行う。また IEC と調和しながら既存勧告の追

加・修正を行う。 

・ 光ファイバや光ファイバケーブルの特性及び試験法を規定した G.65x シリーズ勧告の充

実及び必要に応じて新規勧告の作成を行う。また、ビル内及び家庭内配線を含む光アクセ

ス網を経済的に構築するために望ましい光ファイバ、光ファイバケーブルの特性及び試験

法についても検討を進めていく。さらに、光ファイバ及び光ファイバケーブルの一般的特

性の新規ガイドラインの作成を推進する。光ファイバと光ファイバケーブルに関連する既

存勧告及び対応する IEC 標準を調査・収集し、既存勧告で不足する領域の勧告化を推進す

る。 

・ Longitudinal および transversal compatibility を考慮した新しい光ファイバ海底ケーブル

システムの勧告 G.lcasub、G.mdasub の完成を推進する 

・ 主に屋外の物理的設備および保守について記述している L.シリーズ勧告の修正を行うと

ともに必要に応じ新規勧告の制定を行う。 
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表 9 SG15 で提案されている次会期の研究課題案 

課題 

番号 
課 題 名 概   要 

新規 

継続 

改訂 

削除 

旧課題と 

の関係 

A-A 
アクセス網標準化の調

整 

他の標準化組織との意見交換を通してアク

セス網標準化概要及び動向一覧を作成及び

更新すると共に、ホームネットワーク関連の

SG15 における責任課題として役割も担う。 

継続 旧課題 1 

Ａ-B ファイバアクセス網に

おける光システム 

G-PON や Point to Point システム等、光アク

セスシステム全般に関する勧告を検討する。 継続 旧課題 2 

A-C 

メタリック導体による

ア ク セ ス 伝 送 装 置

(xDSL)及び宅内ネット

ワ ー ク 用 送 受 信 機
(PNT) 

上り下り伝送容量が非対称なADSLや短距離

大容量な VDSL 等の DSL 技術、及びホーム

ネットワーク用送受信器の伝送技術の装置

仕様等、メタリックアクセスシステム全般に

関する勧告を検討する。 

継続 旧課題 4 

B1-A 

陸上伝達網における光

システムの特性 

光伝送システムにおける光インタフェース

規定の充実、新しい変複調方式の研究、イン

タフェースの高速化（40Gbit/s、100Gbit/s）、

及び、周波数間隔の高密度化（50GHz 間隔）

の研究。 

継続 旧課題 6 

B1-B 光部品、サブシステムの

特性 

光部品とサブシステムに関する既存勧告の

充実、及び IEC との調和に関する研究。 継続 旧課題 7 

B1-C 
光ファイバ海底ケーブ

ルシステムの特性 

新規光ファイバ海底ケーブルシステムの特

性に関する勧告 G.lcasub, G.mdasub の完成、

既存勧告 G.971～G.978 の充実及び海底シス

テム設計ガイドラインに関する研究。 

継続 旧課題 8 

B2-A 

光ファイバとケーブル

の特性と試験法 

各種光ファイバケーブルの特性と試験法の

充実、新しい光ファイバの特性の研究、光フ

ァイバケーブルの一般的特性のガイドライ

ンの作成、ビル内及び家庭内の経済的な配線

用光ファイバ及び試験法、並びに IEC との調

和に関する研究。 

改訂 
旧課題 5 及

び 旧 課 題

10 の継続 

B2-B 
光伝送を支える構築物 

通信用基盤（土木）設備とケーブル・装置の

建設、光ファイバケーブルの構造及び所内・

屋外・構内用クロージャ、成端・配線架、キ

ャビネットの構造に関する研究 

 

SG6 の

6A(旧課題

SG6 の 2,7
及び 9) 

B2-C 

物理的設備の設置計画 
通信網における屋外設備のアンバンドル及

び共有、基盤設備とネットワーク構成品の管

理、光ファイバケーブル網の保守及びアクセ

ス系光ファイバケーブル網の設計に関する

研究 

 

SG6 の

6B(旧課題

SG6 の

3,4,6 及び
8) 
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B2-D 

屋外設備の保守及び安

全確保 

屋外設備が環境に与える影響及びその低減

手法・安全施策、並びにガス管・上下水道・

ビル内のなどの共有設備へ光ケーブルを布

設にする際に必要な安全施策に関する研究 

 

SG6 の

6C(旧課題

SG6の1及
び 新 規 課

題) 

C-A 

伝送網の一般的特性 
光伝達網、光イーサネット関連課題間で整合

した標準化を進めるための調整と、SDH, 
OTN, ASON などの光伝達網及び、イーサネ

ット関連勧告における用語を参照できる用

語勧告の作成を行う課題 

継続 旧課題 3 

C-B 
伝送装置及びネットワ

ークの切替／復旧 

SDH, イーサネット, MPLS など伝達技術に

おける装置処理を規定する勧告及びプロテ

クション・復旧動作を規定する勧告を扱う課

題 

継続 旧課題 9 

C-C 

伝送網の信号構成、イン

タフェース及びインタ

ワーキング 

SDH, OTN, Ethernet, MPLS の多重構造、フ

レーム構造、マッピング方式及び論理インタ

フェース(UNI/NNI)条件や、GFP などのマッ

ピング方式の他、イーサネットサービスを規

定する勧告を扱う課題 

継続 旧課題 11 

C-D 
伝送網アーキテクチャ 

SDH, OTN, Ethernet, MPLS, ASON などの

伝達網・技術の要求条件及びアーキテクチャ

モデルを規定する勧告を扱う課題 
継続 旧課題 12 

C-E 
網同期及び時刻配信の

品質 

SDH, OTNなどの網におけるクロック同期要

求条件・ジッタ/ワンダを規定する勧告を扱う

課題で、 近では、イーサネット網において

TDM を伝達するため規格を進めている 

継続 旧課題 13 

C-F 
伝送システム及び装置

の管理と制御 

SDH, OTN, Ethernet, MPLS などの伝達網な

における管理層における勧告、ASON におけ

る諸機能(制御・発見・管理など)を規定する

勧告を扱う課題 

継続 旧課題 14 

C-G 
NGN の OAM 及びネッ

トワーク管理 

OAM (Operation, administration and 
maintenance) 及びに網管理に関する勧告を

扱う課題。具体的には、Ethernet, MPLS な
どのパケット伝達技術の OAM を扱う。  

 
SG13 の E
( 旧 課 題

SG13 の 5)

C-H 

試験、測定の技術及び測

定器 

通信システムとその関連部品における、ジッ

タ及びワンダなどの試験・測定技術並びに、

測定器使用手法に関する勧告を扱う課題。具

体的には、OTN, SDH, IP, QoS などのエリア

における上記項目を扱う。 

 

SG4 の

4Y(旧課題

SG4の4及
び 5) 

 



第１１章 SG16 関連の対処 

 
１ 研究対象 

  SG16 は、「マルチメディア端末、システム及びアプリケーション」を研究対象としている。 

我が国からは、副議長・WP1 議長・課題 15 ラポータとして内藤悠史氏（三菱電機）、WP2

議長として大久保榮氏（早大）、課題 13 ラポータとして川森雅仁氏（NTT）、課題 14 ラポータ

として田村博氏（リコー）、課題 21 ラポータとして後藤良則氏（NTT）が選出されている。 

 

２ WTSA-08 に提出される勧告案 

  SG16 から WTSA-08 に提出される勧告案はない。 

 

３ 課題の見直し 

  SG 再編については、第 14 章に述べるように TSAG において現在継続審議されており、

WTSA-08 にて最終決定がなされることとされている。SG16 については、①SG16 を単独 SG

として維持、②SG9 と統合、③SG9 の課題 E、G、I の一部、K、N 及び課題 A の情報源符号化

（source coding）の一部の SG16 への移管について提案がされている。 

  我が国としては、第 14 章に述べるとおり SG16 を基にしたネットワーク ID、ホームネット

ワーク等のユビキタスアプリケーションに関する課題を集約した新たな SG を提案しているこ

とから、「①を支持」しつつ、当該 SG の新たな SG への発展を提案していくことが適当である。 

SG16 の次会期の研究課題案を表 10 に示す。今会期は 26 件の研究課題があったが、WTSA-08

において、次会期の研究課題として新規 3 件、継続 14 件、改訂 6 件の研究課題が提案される。

これらの課題を取り扱う SG に関する我が国の対処方針は、前述のとおりとするが、課題の内

容については我が国としてはいずれも「支持」することが適当である。 

以下、重要研究課題案の概要を記す。 

(1)  音声サービス（音声信号処理ネットワーク装置の相互作用（課題A4）） 

電話回線の接続が、音声信号処理機能を持つ様々なネットワーク装置・端末を相互接続して

行われるようになり、音声及び音声帯域モデム信号のエンド・エンド伝送品質を最適化するた

めには、それらの機能の相互制御・調整が重要なファクターとなってきている。本課題では、

音声信号処理ネットワーク装置間、音声信号処理ネットワーク装置と端末又はネットワーク間

の相互作用を解明し、良好なエンド・エンド品質を維持するための相互制御・調整機能の研究

を行う。 

 

 (2)  マルチメディアサービス（NGN及びその他のパケット網で動作する高度マルチメディア 

システム（課題B5）） 

  IP 網の上で動作するリアルタイム会話型マルチメディアシステムの現行標準は ITU-T の

H.323 と IETF の SIP である。いずれも初版成立から 10 年以上を経過し、システム実装の経験

からマルチメディアを実現する際の弱点も見えてきている。この課題では、その経験を活かし
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た次世代システム標準を目指す。音声、映像、データを統合して真のマルチメディア通信を実

現することが狙いで、通信制御とメディア処理を機能分割し、多様なメディアやその入出力デ

バイスを自在に組み合わせられるようなアーキテクチャを志向する。 

 

(3) ユビキタスサービス（通信、高度道路交通システム（ITS）サービス及び応用のための自動

車搭載ゲートウェイプラットフォーム（課題D4）） 

  車両内のネットワークから発せられる情報は、緊急通信を含む通信一般サービスと高度道路

交通サービスにとって決定的な役割を果たし、これに関するグローバル標準は喫緊の課題であ

る。また、車両内情報は、これを活用することで炭素排出量を削減し気候変動の抑制に貢献す

ることが期待できる。本課題では、車両と外界をつなぐゲートウェイを標準化することにより、

車両内通信、車両間通信、車両と通信インフラ間の通信をグローバルでシームレスなものとし、

車両内デバイスをプラグ・アンド・プレイ化することを目指す。 

 

(4) ユビキタスマルチメディアアプリケーションの基礎的技術（音声・音響符号化と関連ソフトウ

ェアツール（課題C3）） 

 本課題の目的は、対話系（電話、電話会議、テレビ会議、テレビ電話など）および非対話系（ス

トリーミング／ダウンロードサービス、テレビ、IPTV、ディジタルシネマなど）サービス用の

音声・音響符号化勧告群を提供することにある。ビットレート、品質、遅延、およびアルゴリ

ズム複雑度の間のトレードオフを大幅に改善する先進技術を用いるなどして、新規勧告（ある

いは既存勧告の拡張）となる符号化アルゴリズムを規格化する。本課題で規格化される勧告群

は、様々なトランスポート技術を用いた幅広いアプリケーションに柔軟に対応可能である。 
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表 10 SG16 で提案されている次会期の研究課題案 

課

題 

番

号 

課 題 名 概   要 

新規 

継続 

改訂 

削除 

旧課題と 

の関係 

A1 

音声帯域モデム及び

FAX 端末プロトコル：仕

様、性能評価及び NGN
との相互作用 

GSTN で用いられる音声帯域ダイヤルア

ップモデム及びファクシミリ端末の機

能、性能及び、NGN を含む様々なネット

ワークを通しての伝送に関する研究。 

改訂 

旧課題 11 及

び旧課題 14

の継続 

A2 

音声ゲートウェイ装置

の音声信号処理機能及

び、回線多重化装置/シ

ステム 

回線多重化装置を含む音声ゲートウェイ

装置における、信号圧縮・回線多重化機

能の拡張と、エンド・エンド音声信号品

質を維持するための音声信号処理機能の

システム制御方式に関する研究。 

改訂 

旧課題 15 及

び旧課題 17

の継続 

A3 

音声信号処理ネットワ

ーク装置の音声補強機

能 

ネットワークエコー制御、音響エコー制

御、自動レベル制御、ノイズ制御を含む

ネットワーク装置における音声補強デバ

イスに関する研究。 

継続 旧課題 16 

A4 

音声信号処理ネットワ

ーク装置の相互作用 

ネットワークと端末における音声信号処

理機能間の制御・調整及び、音声信号処

理ネットワーク装置相互間、音声信号処

理ネットワーク装置と伝送ネットワーク

又は端末装置との相互作用の研究 

継続 旧課題 18 

B1 

マルチメディアのアプ

リケーションとサービ

ス 

ネットワークのIP化にともない実現が期

待される多彩なマルチメディアのアプリ

ケーションとサービスに対する一貫した

アプローチ、サービス記述、要求条件に

関する研究。 

継続 旧課題 22 

B2 

マルチメディアのアー

キテクチャ 
システム設計の一貫性、ソリューション

の拡張性、システム構成要素の再利用を

考慮し、マルチメディア標準化作業がホ

ームネットワークを含むより広範な電気

通信網アーキテクチャと整合しつつ推進

されるための、アーキテクチャに関する

研究。 

継続 旧課題 21 

B3 

マルチメディアのシス

テム、端末及びデータ会

議 

H.323 を除く H.300 シリーズ、T.120 シ

リーズの既存オーディオビジュアル通信

システム勧告群に関する、機能拡張の研

究及び保守。 

継続 旧課題 1 

B4 

H.323 リアルタイム・マ

ルチメディア・システム 
IP 網上の H.323 マルチメディア通信シス

テムについて、システム及び NAT/ファイ

アウォール越えを含む構成要素勧告群の

機能拡張に関する研究と保守。 

改訂 

旧課題 2 及び

旧課題 5 の継

続 

B5 

NGN 及びその他のパケ

ット網で動作する高度

マルチメディアシステ

ム 

H.320 の第一世代、H.323、H.324 及び

SIP の第二世代の次を行く第三世代シス

テムの実現に向けたアーキテクチャ、プ

ロトコルの研究。 

継続 旧課題 12 
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B6 

マルチメディア・ゲート

ウェイ制御のアーキテ

クチャとプロトコル 

NGN のような新しいネットワークと既

存ネットワークとの間をゲートウェイで

相互接続する場合の、ゲートウェイ制御

アーキテクチャと制御プロトコルに関す

る研究。 

継続 旧課題 3 

B7 

H.300シリーズとその先

のシステム用高度機能 
SG16 が規定するマルチメディア・プラ

ットフォーム上で展開する、ディレクト

リー・サービス、QoS 確保、セキュリテ

ィ、モビリティなど、より高度なサービ

ス機能を規定。 

改訂 

旧課題 4,24, 

25 及び 29 の

継続 

B8 

IPTV のためのマルチメ

ディア・アプリケーショ

ン・プラットフォームと

エンド・システム 

IPTV システムにおける、アプリケーショ

ン・プラットフォーム、端末装置、分散

サービス・ミドルウェア、メタデータ、

サービス探索など一連のアプリケーショ

ン側仕様の規定。 

継続 旧課題 13 

B9 

NGN 及びその他のネッ

トワークにおけるマル

チメディア機能 

マルチメディアサービスを実現する際、

ネットワーク内に配置することでサービ

ス提供の効率化を図れる機能（例えばパ

ケットの内容を検査することで適切なネ

ットワーク資源を配分する機能など）の

研究。 

新規 － 

B10 

USN（ユビキタス・セン

サ・ネットワーク）のア

プリケーションとサー

ビス 

センサから送られてきたデータを処理し

利用者の必要とする情報を提供するため

のミドルウェアとアプリケーション技術

に関する研究。 

新規 － 

C1 

画像符号化 既存の映像及び静止画符号化勧告群のメ

ンテナンスと拡張と、ビットレート・品

質・遅延・アルゴリズム複雑度のトレー

ドオフを大幅に改善する先進技術を用い

た新規勧告に関する研究。 

継続 旧課題 6 

C2 
汎用音声区間検出 様々なアプリケーションに適用可能な汎

用音声区間検出器（音声以外の音も検出

する）に関する研究。 
継続 旧課題 8 

C3 
音声信号のエンベデッ

ド可変ビットレート符

号化 

エンベデッド可変ビットレート音声符号

化勧告である G.718 の特性評価と拡張標

準に関する研究。 
継続 旧課題 9 

C4 

音声・音響符号化と関連

ソフトウェアツール 

対話系及び非対話系サービス用音声・音

響符号化勧告群の創出。既存勧告群及び

G.191 ソフトウェアツールのメンテナン

スと、ビットレート・品質・遅延・アル

ゴリズム複雑度のトレードオフを大幅に

改善する先進技術を用いた新規勧告（又

は既存勧告の拡張）に関する研究。 

改訂 

旧課題 10 及

び旧課題 23

の一部の継続

C5 

メディア符号化のシス

テムとコーディネーシ

ョンの側面 

対話系及び非対話系サービス用メディア

符号化のシステム面とコーディネーショ

ン面に関する研究。メディア符号化アル

ゴリズムは研究対象としない。 

改訂 
旧課題 23 の

一部 
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37 

D1 

マルチメディアに関す

る調整 
マルチメディア通信関連標準開発に関

し、ITU-T, ITU-R SG 間の調和・調整並び

に、他の国際・地域標準化団体及びフォ

ーラム等との密接なる協力を行うための

枠組みの管理と運営 

継続 旧課題 20 

D2 

マルチメディアシステ

ム及びサービスに対す

るアクセシビリティ 

固定、移動の新世代のネットワークにお

けるマルチメディアシステム及びサービ

スに関する標準化作業において、障害を

持つ人を含むすべての人々を考慮した設

計を行うようにするための研究とリーダ

ーシップの発揮 

継続 旧課題 26 

D3 

e-ヘルス応用のための

マルチメディアの枠組

み 

e-ヘルス応用を支援するマルチメディア

システム及び応用に関する勧告の研究

と、他団体との調和・調整のための環境

の提供。 

継続 旧課題 28 

D4 

通信、高度道路交通シス

テム（ITS）サービス及

び応用のための自動車

搭載ゲートウェイプラ

ットフォーム 

車両内、車両間、車両と通信インフラの

間の通信を実現する核となる車両ゲート

ウェイに関し、利用シナリオ、要求条件、

アーキテクチャ等の研究 
新規 － 

 

 

 



第１２章 SG17 関連の対処 

 
１ 研究対象 

 SG17 は、「セキュリティ、言語及び電気通信ソフトウェア」を研究対象としている。 

我が国からは、副議長・WP2 議長として渡辺裕氏（KDDI）、課題 6 アソシエイトラポータ

として武智洋氏（NICT）、課題 7 ラポータとして中尾康二氏（KDDI）、課題 8 アソシエイト

ラポータとして磯部義明氏（日立）が選出されている。 

 

２ WTSA-08 に提出される勧告案 

   SG17 から WTSA-08 に提出される勧告案はない。 

 

３ 課題の見直し 

SG 再編については、第 14 章に述べるように TSAG において現在継続審議されており、

WTSA-08 にて最終決定がなされることとされている。SG17 については、課題 F の他の適

当な SG へ移管が提案されている。 

我が国としては、我が国 SG 再編提案において課題 F を SG13 と SG19 を統合させた SG

で扱うことを提案していることから「支持」することが適当である。 

SG17 で提案されている次会期の研究課題案を表 11 に示す｡今会期は 17 件の研究課題が

あったが､WTSA-08 において､次会期の研究課題として新規 1 件、継続 10 件、改訂 5 件の研

究課題が提案される｡これらの課題を取り扱う SG に関する我が国の対処方針は、前述のと

おりとするが、課題の内容については､我が国としていずれも｢支持｣することが適当である｡ 

 以下､重要研究課題案の概要を記す｡ 

(1) ID管理アーキテクチャとメカニズム（課題L） 

 各事業者で別々に管理されている利用者の ID を事業者間の相互接続により他の事業者

の ID を利用可能にする技術、及び ID に関わる情報をサービス提供事業者に公開する技術

について検討が行われる。これまでに、Focus Group on IdM、および、IdM-GSI として活

動を行ってきており、ID 管理で使われる用語、ユースケース、広域利用（事業者連携によ

る ID 利用範囲の拡大）のための要求条件・フレームワークが検討されてきた。次会期は、

広域 ID 管理のためのアーキテクチャ、認証方式、個人識別情報の保護と公開方法、事業

者間の相互接続方法が検討される予定である。 

(2)電気通信向け情報セキュリティマネジメント（課題M） 

 通信事業者を対象とした情報セキュリティマネジメント（ISMS）に関する勧告（X.1051）

が、日本の貢献により 2005-2008 会期に改訂された。2009-2012 会期は、X.1051 で記述

されている情報セキュリティマネジメント機能のフレームワーク、X.1051 のコンセプト

をベースとした資産管理の方法、セキュリティポリシー管理の方法について検討が行われ

ることとなっている。 

(3)電気通信向け生体認証（課題N） 

 本課題では、ISO/IEC と連携し、電気通信を対象とした生体認証システムの要求条件と
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システム仕様の検討を行う。これまでに、通信システムでのバイオメトリクスによる認証

プロトコルが日本の貢献により勧告化されている。また、テレバイオメトリクスの認証基

盤、バイオメトリクス用のデジタル鍵の生成手法等が議論されている。2009-2012 会期も

これらの議論が継続されると共に、テレバイオメトリクスを普及させるために、これまで

に制定された勧告の拡張、セキュリティ上の要求条件とガイドライン、事業者間の相互接

続に関する検討が行われる。 

  



40  

  
 

表 11  SG17 で提案されている次会期の研究課題案 

課題 
番号 課題名 概 要 

新規 
継続 
改訂 
削除 

旧課題との関係 

A ASN.1、OIDs 及び

関連する登録 
ASN.1 と OIDs、及び、これらに関

連する登録作業についての研究 
継続 旧課題 10 

B 形式言語と電気通

信ソフトウェア 
UML や ITU-T で使用される言語、

及び、ODP 等の通信ソフトウェア

についての研究 

改訂 旧課題 11,12,13 及

旧課題 15 を継続 

C 試験言語、手法及び

フレームワーク 
プロトコル試験言語等についての

研究 
継続 旧課題 14 

D ディレクトリサー

ビスとシステム及

び公開鍵 /属性証明

書 

PKI に関係するサービス、システ

ム、証明書についての研究 
継続 旧課題 2 

E OSI OSI に関連する勧告案（X.200、
X.400、X.600、X.800 シリーズ）

の拡張及び維持管理 

継続 旧課題 3 

F エンド－エンドマ

ルチキャスト 
IPTV や NGN 等で必要とされるマ

ルチキャストプロトコルについて

の研究 

継続 旧課題 1 

I 電気通信システム

セキュリティプロ

ジェクト 

セキュリティに関わる ITU-T 全体

の調整、セキュリティロードマッ

プ／ハンドブック／マニュアル等

の維持管理、ワークショップ／セ

ミナーの開催 

継続 旧課題 4 

J セキュリティアー

キテクチャとフレ

ームワーク 

標準的なセキュリティアーキテク

チャとフレームワークについての

研究、X.800 シリーズの維持管理

継続 旧課題 5 

K サイバーセキュリ

ティ 
安全なネットワークオペレーショ

ンを実現するための技術に関する

研究 

改訂 旧課題 6 の一部

L ID 管理アーキテク

チャとメカニズム 
ID 管理のフレームワークやアーキ

テクチャ、機能等についての研究

改訂 旧課題 6 の一部

M 電気通信向け情報

セキュリティマネ

ジメント 

通信事業者を対象とした情報セキ

ュリティマネジメント、及び、こ

れに関連する研究 

継続 旧課題 7 

N 電気通信向け生体

認証 
電気通信を対象とした生体認証シ

ステムの要求条件及び機能仕様に

ついての研究 

継続 旧課題 8 

O ユビキタス電気通

信サービスに関す

るセキュリティ 

ホームネットワーク、モバイルネ

ットワーク、ユビキタスセンサー

ネットワーク等のネットワークに

関するセキュリティ要求条件及び

機能仕様についての研究 

改訂 旧課題 9 の一部
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課題 
番号 課題名 概 要 

新規 
継続 
改訂 
削除 

旧課題との関係 

P セキュアアプリケ

ーションサービス 
Web サービスを含むアプリケーシ

ョンサービスに対するセキュリテ

ィメカニズムについての研究 

改訂 旧課題 9 の一部

Q 技術的手段による

スパム対策 
メール、SMS、VoIP 及びマルチメ

ディアアプリケーションに対する

スパム対策の要求条件と機能仕様

についての研究 

継続 旧課題 17 

T サービス指向アー

キテクチャに関す

るセキュリティ 

SOA（Service Oriented 
Architecture）に必要とされるセキ

ュリティ機能についての研究 

新規 － 

 



第１３章 SG19 関連の対処 

 
１ 研究対象 

 SG19 は、「移動通信ネットワーク」を研究対象としている。 

我が国からは、副議長として田村基氏（NTT ドコモ）が選出されている。 

 

２ WTSA-08 に提出される勧告案 

   SG19 から WTSA-08 に提出される勧告案はない。 

 

３ 課題の見直し 

SG 再編については、第 14 章に述べるように TSAG において現在継続審議されており、

WTSA-08 にて最終決定がなされることとされている。SG19 については、①SG19 を単独

SG として維持、②SG11 及び SG13 と統合、③SG13 のみと統合の提案がされている。 

 我が国としては、我が国 SG 再編提案として SG13 と SG19 を統合することを提案してい

ることから「③を支持」することが適当である。 

SG19 で提案されている次会期の研究課題案を表 12 に示す｡今会期は 5 件の研究課題があ

ったが､WTSA-08 において､次会期の研究課題として新規 2 件、継続 3 件、改訂 2 件の研究

課題が提案される｡これらの課題を取り扱う SG に関する我が国の対処方針は､前述のとおり

とするが、課題の内容については我が国としていずれも｢支持｣することが適当である｡ 

以下､重要研究課題案の概要を記す｡ 

(1) NGNのための移動通信網アーキテクチャ（課題B) 

NGN での移動通信を支えるためにどのようなネットワークアーキテクチャ要素が必要か、

について研究する。関連のサービス能力及びネットワーク能力要求条件の拡充を行い、更

に、関連のネットワークアーキテクチャを研究する。成果は SG13 での NGN 研究に統合

される。 

これは、NGN アーキテクチャにおいて NACF（Network Attachment Control Functions）
や RACF（Resource and Admission Control Functions）のようなサブシステムを移動性

管理についても検討する課題案として SG19 では理解されている。 

 

(2) 発展するIMT-2000 システム及びbeyond IMT-2000 システムの確認（課題D） 

発展する IMT-2000 システム及び beyond IMT-2000 システムを構成するために、どのよ

うなアーキテクチャ、詳細仕様、リリースが各 SDO（標準化団体）で作成されているか、

について確認する。 

今会期では、各 SDO で承認がなされた IMT-2000 関連仕様書の仕様を確認し、3GPP 及

び 3GPP2 参照勧告として Q.174x シリーズの勧告化を行ってきたが、次会期もその活動

の継続が提案されている。 
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表 12  SG19 で提案されている次会期の研究課題案 

課題 
番号 課題名 概 要 

新規 
継続 
改訂 
削除 

旧課題との関係 

A 発展途上国の移動

通 信 網 に お け る

IMS 及び IMT の適

用 

発展途上国の移動通信網に IMS 及

び IMT を適用するにあたり、サー

ビス及び配備に関し、どのような

シナリオや要求条件が必要か、に

ついて研究する。 

新規 － 

B NGN のための移動

通信網アーキテク

チャ 

NGN での移動通信を支えるために

どのようなネットワークアーキテ

クチャ要素が必要か、について研

究する。 

継続 旧課題 1 

C 移動性管理 IMT 及び NGN に関し、網内・網間

でのグローバルローミング、シー

ムレスモビリティ、サービス配信

を支えるために何が必要か、につ

いて研究する。 

改訂 旧課題 2 及び

SG13 の旧課題 6
の一部を継続 

D 発展する IMT-2000
シ ス テ ム 及 び
beyond IMT-2000
システムの確認 

発展する IMT-2000 システム及び

beyond IMT-2000 システムを構成

するために、どのようなアーキテ

クチャ、詳細仕様、リリースが各

SDO で作成されているか、につい

て研究する。 

継続 旧課題 3 

E NGN への段階的移

行 
NGN への妥当な段階的移行のため

に技術的に何が必要か、について

研究する。 

継続 旧課題 4 

F 既存及び発展する

IMT と固定網の融

合 

アクセスによらずユーザにサービ

スを配信するために必要な関連勧

告の拡充。 

改訂 旧課題 5 及び

SG13 の旧課題 6
の一部継続 

G 多様なアクセス技

術からの多様な接

続を支える移動性

管理 

多様なアクセス技術からの多様な

接続を支えるために、どのような

要求条件、アーキテクチャ、移動

性管理の必要性、について研究す

る。 

新規 － 

 



第１４章 TSAG 関連の対処 

 
１ 作業対象 

 電気通信標準化アドバイザリグループ(以下「TSAG」)は、ITU-T 標準化作業への市場ニー

ズの反映、標準化作業の効率化等のため、作業の優先順位及び戦略計画等を審議し、その結

果を電気通信標準化局(以下「TSB」)局長へアドバイスすることとなっている。 

 我が国からは、副議長・WP2 議長として岡村治男氏(SCAT)が選出されている。 

 

２ WTSA-08 に提出される決議案及び勧告案 

 TSAG から WTSA-08 に提出される予定の決議案及びその評価は表 13 のとおりであり、新

規 0 件、改訂 8 件、削除 0 件、継続 22 件、その他 1 件である。 

 また、TSAG から WTSA-08 へ提出される予定の勧告案及びその評価は表 14 のとおりであ

り、新規 1 件、改訂 6 件、削除 0 件、継続 5 件である。 

 これらの決議案及び勧告案のうち決議 2 に関する改訂案以外については、第 6 回 TSAG 会

合（2008 年 7 月 2 日から同年 7 月 9 日まで開催）において、草案が合意されている。これ

らの草案の検討に際しては、我が国も議論に参加している。これらの草案はいずれも ITU-T

の標準化作業の効率的かつ効果的な実施を図る内容であると考えられることから、「支持」

することが適当である。 

決議 2 は、SG 構成の見直し、各 SG の研究課題の設定等に関する規定である。現在、各

メンバーが WTSA-08 での議論に向けて決議２の改訂に繋がる具体的な提案を用意している

状況である。我が国も我が国の提案が 大限反映されるよう適宜対処することが適当である。 

以下、「作業方法の見直し」、「作業計画、作業管理及び戦略の見直し」等の検討事項につ

いて概要を記す。 

 

(1) 作業方法の見直し 

ア 決議について 

決議１について、我が国は、「勧告承認の変更要求を寄書により行う」旨を明記する

べく TSAG に提案を行った。その結果、決議１の規定を「勧告承認の変更要求は、寄

書、TD 等により行う」旨に修正した改定草案が合意され、当該草案が WTSA-08 に送

られることになった。 

イ 勧告案について 

(ｱ）勧告 A.1 については、JCA(Joint Coordination Activities)の設立手続を明確化するた

めの改訂草案が合意された。 

(ｲ) 勧告 A.7 については、FG(Focus Group)の設立手続の明確化が議論され、改訂草案

として、複数の SG に関連する FG の設立手続、親 SG となる適当な SG が無い場合

に TSAG を親 SG とする手続等が合意された。 

(ｳ) 勧告 A.8 については、ITU-T/ITU-R/ISO/IEC の共通パテントポリシー確立に関する

事項等の改訂草案が TSAG で合意された。 
44 
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上記ア及びイについては、我が国としても作業の迅速化を推進する観点から、改訂を「支

持」することが適当である。 

 

(2) 決議 2 の改訂（作業計画、作業管理及び戦略の見直し） 

TSAG において、次会期における研究委員会(SG)の構成の見直しについての議論が行わ

れた。 

ア TSAG で合意された事項 

(ｱ) SG 再編の原則 

① 運営しやすい SG 規模と十分な参加者が参加できることの双方を配慮する。 

② SG のミッションと責任範囲を明確にするとともに、SG 間の重複を避け、再編する

ことによって作業効率や、ITU-T のもつ専門性の認知度及び専門的知識が高まるよう

に配慮する。 

③ SG 活動において費用効果及び効率が重要であり、ITU 内外の専門家を惹きつけるよ

うな SG 構成となるよう配慮する。 

④ 市場や様々なニーズに合致し、新しい技術に対して ITU-T がタイムリーに寄与でき

るような SG 構成となるよう配慮する。 

⑤ 途上国の SG への参加者が増加する手段を示すなど標準化ギャップ解消に資するよ

う配慮する。 

これらの原則は、我が国を含む APT 共同提案に沿ってＴＳＡＧで合意されたもので

あることから、「支持」することが適当である。 

 

(ｲ) 再編案 

以下の SG 再編案について TSAG において合意されている。 

現 SG 状 況 

SG3 現状構成の存続 

SG4 課題ブロック 4Y（試験、測定技術及び測定器）の SG15 への移動 

課題ブロック 4Z（伝送網のエラーパフォーマンス）の削除 

SG5 現状構成の存続（但し、課題 C/6 が SG5 へ加わる可能性あり。） 

SG12 現状構成の存続（但し、課題 4/2 及び課題 B+M/9 が SG12 へ加わる可

能性あり。） 

SG13 課題ブロック 13H（OAM）の SG15 への移動 

SG15 現状構成の存続。課題ブロック 4Y、13H の吸収 

SG17 現状構成の存続（但し、課題 F/17 が他 SG へ移動する可能性あり。）

 これら TSAG で合意された提案については、我が国としても「支持」する方向で対処
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することが適当である。 

 

イ TSAG で合意されなかった事項 

(ｱ) SG6（屋外設備及び関連屋内装置）については、SG15（光及びその他の伝送網）

と統合すべきとの意見と単独 SG として存続すべきとの意見（中韓）が対立した。 

(ｲ) SG11（信号要件及びプロトコル）については、SG13 及び SG19 とともに既存の３

つの SG を１つの SG に統合すべきとの意見（欧州、アラブ、アフリカ諸国）と単

独 SG として維持すべきとの意見（日中韓、米、露）が対立。なお、3 つの SG を

統合すべき旨を主張したグループは、SG13 と SG19 のみの統合は認めない旨表明。 

(ｳ) SG9（統合型広帯域ケーブルネットワーク及び映像・音声放送）は、自ら SG9 と

SG16（マルチメディア端末、システム及びアプリケーション）を統合する旨を提

案したが、SG9 の既存研究課題を他の SG に移管する提案も多く、主張が対立。 

 

これらの事項については、各国間での意見の隔たりが大きく、WTSA-08 にて結論を出

すこととなった。我が国の考えは以下のとおりであり、WTSA-08 においては我が国の考

えが 大限反映されるように適宜対応することが適当である。 

(ｱ) SG6 については、SG5 及び SG15 へ課題を振り分けることとし、単独 SG として維

持する必要はない。 

(ｲ) プロトコルは通信方式の要であり、ITU の visibility を維持し世界規模での相互接続

性を確保するためにも SG11 を単独 SG として維持すべき。（なお、TSAG において

は、日中韓、米、露、伯が同じ意見であった。） 

(ｳ) SG9 及び SG16 については、それぞれ以下のとおり、サービスに着目した標準化作

業を担う SG として発展させるべき。 

① SG9 については、映像アプリケーションに関する課題を集約した新たな SG に

発展させる。 

② SG16 については、ネットワーク ID、ホームネットワーク等のユビキタスアプ

リケーションに関する課題を集約した新たな SG に発展させる。 

 

(3) 電子的作業手法と公開方針の見直し 

    ア 決議案について 

決議 32（電子作業方法の強化）について、参照決議のアップデート等のエディトリ

アルな修正が提案されている。 

イ 勧告案について 

(ｱ) 勧告 A.2 について、寄書ページ数等の制限の削除、紙によるバックアップの廃止等

が提案されている。 

(ｲ) 勧告 A.11 について、勧告の 新版を Web 上で確認できるようになっているため、6

ヶ月ごとに勧告のリストを作成する規定を削除する旨が提案された。 

(ｳ) 勧告 A.12 について、「ITU-T 勧告案策定のための作成者ガイドを TSB が準備する」
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旨の記述を削除する提案がなされている。（実態として、当該作業は TSAG におい

て主導されている。） 

 

上記ア及びイについては、TSAG において改訂草案が合意されている。我が国としては、

ITU-T における作業の迅速化を推進する観点から改訂を「支持」することが適当である。 

 

(4) 外部機関との標準化協力、先端技術調査に係る見直し 

TSAG において、我が国からの提案に基づき、ICT と気候変動対策に関する問題を研究

するためのフォーカスグループ（FG）の設立が合意された。また、WTSA-08 では、ICT

と気候変動対策に関する新規決議案が、APT 共同提案として提案される予定である。我が

国としては、TSAG の結果を反映し、FG での結論が得られた後には速やかに、TSAG にお

いて、その後の ITU での検討の進め方を議論、決定する旨を追加提案することが適当である。 

ITU-Tにおけるセミナー及びワークショップを編成するための調整要件及びガイドライ

ンを示す新規勧告 A.31 が提案されている。この勧告草案については、我が国としても特

段の支障がないため「支持」することが適当である。 

 

(5) 標準化格差の是正等にむけた取り組み 

途上国の標準化活動に関する決議 17 について、当該決議での発展途上国の定義に関す

る改訂等が提案されている。また、地域料金グループへの援助に関する決議 26 について、

エディトリアルな修正を行う改訂案が TSAG で合意された。これら決議２件に関する提案

については、我が国として特段の支障はないため「支持」することが適当である。 

なお、TSAG では、SG3 関連の「地域料金グループ」を「地域グループ」と改称するこ

とについての議論が行われ、WTSA-08 においてこの改称が承認された場合には決議 26

と決議 54 が同一事項に関する決議となる旨が指摘された。この指摘を受けて、当該改称

が認められた場合には当該両決議を統合すること、一方、改称が承認されなかった場合に

は決議 54 を継続することが、それぞれ提言された。我が国としても、特段の支障はない

ため、この提言を「支持」することが適当である。 

 

３ その他 WTSA-08 に提案される事項 

TSAG において、TSB 局長より、ITU-T 勧告に基づく機器及びサービスに対して機器認

証及び相互接続性確認試験等を行う「ITU マーク」制度の導入が提案された。「ITU マーク」

制度は発展途上国にとって有益、重要であるとの意見が示されたことから、TSAG 参加者

に意見募集を行い、それを受けて提案内容を修正した上で、TSB 局長が WTSA へ提案を

行うこととなった。「ITU マーク」の導入は ITU の visibility 及び ITU 加盟国の利便性の双

方を向上させる上で有効であると考えられることから、日本としても検討する機会を設け

ることについて積極的に協力すべきである。 
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表 13 WTSA-08 に提出される決議案及びその評価 

新規 0 件、改訂 8 件、削除 0 件、継続 22 件、その他 1 件 

決議 
番号 決議名 決議の内容及びコメント

新規 
改訂 
削除 

評価 備考 

1 
ITU 電 気 通 信 標 準 化 部 門

(ITU-T)の手続き規則及び作業

方法 

変更要求を寄書、TD 等で

行うこと等の改訂 改訂 支持  

2 研究委員会の責任及び権限 SG の構成及び課題の見

直しに伴う改訂 改訂 ※1  

7 国際標準化機関(ISO)及び国際

電気標準会議(IEC)との協調  継続 支持  

11 

郵便及び電気通信の両分野に

関係する業務の研究について

の万国郵便連合 (UPU)の郵便

業務理事会 (POC)との協調に

ついて 

 継続 支持  

17 発展途上国の利益に関する電

気通信標準化 
発展途上国の定義を PP
決議 135 と整合 改訂 支持  

18 
無線通信部門と電気通信標準

化部門間の作業割当て及び調

整に関わる原則と手続き 
 継続 支持  

20 国際番号資源の割当て及び管

理の手続き  継続 支持  

22 
次回 WTSC(WTSA)が開催さ

れるまでの間の TSAG の役割

について 
 継続 支持  

26 地域料金グループへの援助 accounting を tariff and 
rate matters に改訂 改訂 支持  

29 国際電気通信網における代替

通話手段  継続 支持  

31 
ITU-T 作業への団体又は機関

のアソシエートとしての参加

の許可 
 継続 支持  

32 ITU-T の作業のための電子的

文書取扱いの使用強化 

前提となる参照決議の修

正（決議 65（京都 94 年）

及び決議 104（ミネアポリ

ス 98 年）削除） 

改訂 支持  

33 ITU-T 戦略活動ガイドライン  継続 支持  
34 任意拠出金  継続 支持  

35 ITU-T SG及び TSAGの議長及

び副議長の任命及び 大任期  継続 支持  

38 
IMT-2000 活 動 の た め の

ITU-T、ITU-R 及び ITU-D の間

の調整 

Beyond IMT2000 を 
IMT-Advanced へ呼称変

更に伴う改訂 
改訂 支持  

40 ITU-T 作業の規制的側面  継続 支持  
42 成果主義予算の実施  継続 支持  
43 WTSA のための地域準備  継続 支持  
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44 発展途上国と先進国との標準

化格差の解消  継続 支持  

45 
ITU-Tの SGに横断的な標準化

活動における効果的な調整と

TSAG の役割 

標準化作業の調整が重要

な課題の具体例を削除等 改訂 支持  

46 
世界情報社会サミット(WSIS)
理 事 会 作 業 グ ル ー プ へ の

ITU-T の貢献 
 継続 支持  

47 国番号トップレベルドメイン

ネーム  継続 支持  

48 国際ドメイン名  継続 支持  
49 ENUM  継続 支持  
50 サイバーセキュリティ  継続 支持  
51 スパム駆除  継続 支持  
52 技術的手法によるスパム対策 スパムの記述を詳細化 改訂 支持  

53 セミナー及びワークショップ

調整委員会（SCC）の設立  継続 支持  

54 地域グループの作成  ※2 支持  

55 ITU-T 活動における男女平等

の取り組み  継続 支持  

 (注)改訂が提案されない既存決議は「継続提案」とみなして掲載。 

 

※1 決議 2 の改訂について、現在においても検討が行われているところであることから、我

が国の提案内容が反映されるように適宜対処する。 

※2 2(5)参照 
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表 14 WTSA-08 に提出される勧告案及びその評価 

新規 1 件、改訂 6 件、削除 0 件、継続 5 件 

勧告 
番号 勧告名 勧告の内容及びコメント

新規 
改訂 
削除 

評価 備考 

A.1 ITU-T に割当てられた課題

の研究寄書のための提案 

用語の定義（JCA、GSI
及び TSR 関係）の追加及

び削除（JCG） 
改訂 支持  

A.2 
ITU-T に割り当てられた研

究課題に関する寄書の発表

方法 

寄書の電子提出の記述を

アップデート、紙文書バッ

クアップ提出削除 
改訂 支持  

A.4 ITU-T とフォーラム、コン

ソーシアム間の交流  継続 支持  

A.5 ITU-T 勧告に他機関の文書

を参照する一般的手続き  継続 支持  

A.6 

ITU-T のメンバー以外の国

内及び地域標準化機関と

ITU-T との協力及び情報交

換 

 継続 支持  

A.7 フォーカスグループの作業

方法及び手続き 

単一 SG に関する FG と複

数の SG に関する FG の設

立に関する手続等の改訂 
改訂 支持  

A.8 新規及び改訂勧告のための

代替承認手続き 

Implementers’ guide の

WP 承認と ITU-T/ITU-R/ 
ISO/IEC の common 
patent policy への整合 

改訂 支持  

A.11 ITU-T 勧告及び WTSA 議事

録の出版 
勧告とそのリストの定期

出版の記述の削除 改訂 支持  

A.12 ITU-T 勧告の識別表示及び

レイアウト 

勧告の authors guide（作

成者ガイド）は必ずしも

TSB が準備するものでは

ないとする改訂 

改訂 支持  

A.13 ITU-T 勧告の補遺  継続 支持  

A.23 
ITU-T と ISO/IEC JTC1 と

の協調に関するガイドライ

ン 
 継続 支持  

A.31 

ITU-T におけるセミナー及

びワークショップを編成す

るための調整要件及びガイ

ドライン 

ITU-T セミナー、ワークシ

ョップ開催のガイドライ

ン 
新規 支持  

 (注)改訂が提案されない既存勧告は「継続提案」とみなして掲載。 
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